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第 1 章 教員養成教育におけるアクティブ･ラーニングの現状 
 






























































































































こでは，全学で PBL を推進している三重大学教育学部の事例を基に，教員養成課程における PBL
について報告する。 
 









（reflection in action）」と「行為についての省察（reflection on action）」という二つの概念を
提示し，教師に求められるのは「行為の中の省察」であるとしている2。一方，久保・木原（2013）





三重大学（全学）における PBL の位置付け 
三重大学では主体的な学習者の育成を目指して，「感じる力」「考える力」「コミュニケーシ
ョン力」，それらを総合した「生きる力」の四つの力を養成するという教育目標の達成に向け，
                                                  
1 日本教育大学協会「モデル・コア・カリキュラム」研究プロジェクト（2004）「教員養成の「モデル・コア・カ
リキュラム」の検討－「教員養成コア科目群」を基軸にしたカリキュラムづくりの提案－」 
2 Schön, D.（1983）The reflective practitioner: How professionals think in action. Basic books, 柳沢昌一・三輪健二 (監
訳)『省察的実践とは何か―プロフェッショナルの行為と思考―』鳳書房． 
3 久保研二・木原成一郎（2013）教師教育におけるリフレクション概念の検討―体育科教育の研究を中心に―，広





















PBL を展開する流れの中で，教育学部でも教員養成における PBL の在り方を研究・推進してい
る7。例えば，シラバスにはその授業が「PBL」を導入した授業であるか，能動的要素を加えた学
                                                  
4 三重大学教育活動（2014 年 12 月 20 日閲覧）http://www.mie-u.ac.jp/profile/education/ 
5 教育学部 3 つのポリシー（2014 年 12 月 20 日閲覧） 
http://www.mie-u.ac.jp/profile/policy/edu.html#faculty01 
6 教育学部カリキュラム構造図（2014 年 12 月 20 日閲覧） 
http://www.mie-u.ac.jp/profile/policy/ediu_chart01.pdf 
7 根津知佳子・森脇健夫・松本金矢（2006）「教員養成型 PBL 教育の課題と展望～Moodle を使ってのチューター・





養成課程の学生にはアクティブ・ラーニングの 1 つである PBL を導入した授業を履修することを
通じて，PBL を通じた学習そのものを経験し，教職に就いた際にも活用できる仕組みになってい
るとも言える。 





た，Problem-Based と Project-Based な両方の活動を包含している点も特徴であろう。 
 
 
図 三重大学教育学部の PBL 教育の活動領域の類型 
 













在は教育問題に関わる事例シナリオ的な PBL 教育に関する研究も盛んに行われている。 
三重大学教育学部では，このような早期からの現場参入という Project-Based な PBL に加え，
Problem-Based な事例シナリオ型 PBL 教育も同時に展開しており，その意義について森脇ほか
                                                  
8 根津知佳子・森脇健夫・松本金矢（2006），前掲 











３．事例シナリオ型 PBL を導入した教職科目の授業展開 
では，教員養成課程において PBL をどのように導入しているのか。ここでは教職課程の導入科
















図 A 君の解答用紙 
                                                  
10 森脇健夫・山田康彦・根津知佳子・中西康雅・赤木和重・守山紗弥加・前原裕樹（2013）「対話型事例シナリ







































                                                  
12 Woods. D. R.，新道幸恵（訳）（2001）『PBL Problem-based Learning―判断能力を高める主体的学習』医学
書院（Woods. D. R.(1994) Problem Based Learning: how to gain the Most from PBL, W. L. Griffin Printing.） 
13 松下佳代（2012）「パフォーマンス評価による学習の質の評価―学習評価の構図の分析にもとづいて―」『京都















-コラム- Problem-based learning の事例シナリオ作成 






































な PBL の型も各地で誕生している。Kwan & Tam（2009）は，このように多様化する PBL を導
入したカリキュラムについて以下のような分類を試みている。 
 




題を使った PBL を形式的に導入しているタイプ 
Type Ⅱ 講義内容の理解を深めるために，PBL の問題を活用しているタイプ 


















【The Maastricht ‘Seven Step’ PBL process】 
Step 1: Clarify terms and concepts 
      問題を読み，用語やコンセプトを明らかにする 
Step 2: Define the problem(s) 
      問題をより明確な形に要約する 
Step 3: Analyse the problem(s)：Brainstorm 
      問題に関するディスカッション 
Step 4: List of the analysis and possible solutions 
      列挙された意見をリンクさせ，まとめる 
Step 5: Formulate Learning Objectives 
      意見を統括した学習目標を設定する 
Step 6: Collect additional information focused on Learning Objectives 
      自己学習：学習目標に即した文献検索や情報収集，ノートの作成 
Step 7: Synthesize and present new information  
          自己学習で得た知識や見解を提示しあい，統合する。自分たちで設定した学 
      習目標にできるだけ答えられるよう心がける 
（出典：Maastricht University, PBL preparation Web site, http://www.umpblprep.nl/, 
     最終閲覧日 2015/2/5，日本語訳は岡本氏によるものを筆者が要約した。） 
 
最初に提示される問題（シナリオ）やタスクは，数名の教員があらかじめ協議して作成する。











の変化が学生に見られたという（Evensen & Hmelo, 2000）。 
 
３．PBL と学生の Employability の育成 
















業生は，Corporate World Project Survey (2005）の結果より，問題解決能力，コミュニケーショ
ンスキル，マネジメントスキル，リスクテーキングなどの能力において優れていることが報告さ
れている（Allen & Ramaekers, 2006）。これらは人が社会生活を送る上でも重要な能力であり，








1.教育再生実行会議「これからの大学教育等の在り方について」（第三次提言），平成 25 年 
2.教育再生実行会議「今後の学制等の在り方について」（第五次提言），平成 26 年 
3.バーツ（岡本）早苗，「PBL（Problem-Based Learning）：マーストリヒト大学における実践例と将来的展望」，帝京大学高等
教育開発センターフォーラム第 2 号，2015，pp.1-18    
4.溝上慎一，『アクティブラーニングと教授学習パラダイムの転換』，東信堂，2014 
5. Barrows, H.S., and Tamblyn, R. M. (1980). Problem-based learning: an approach to medical education. Springer: New 
York. 
6. European Commission, COMMUNICATION FROM THE COMMISSION EUROPE 2020, A strategy for smart, 
sustainable and inclusive growth（http://ec.europa.eu/europe2020/index_en.htm，最終閲覧日，2015/2/6） 
7. Evensen, D. H., and Hmelo, C. E. (2000). Problem –based Learning: A research Perspective on Learning Interactions. 
Lawrence Erlbaum Associates, Inc.: Marwah, NJ. 
8. Henk van Berkel, Albert Scherpbier, Harry Hillen, and Cees van der Vleuten (2010). Lessons from Problem-based 
Learning. Oxford University Press Inc.: New York. 
9. Jim Allen & Ger Ramaekers (2006). Survey among employers of alumni from the Faculty of Economics and Business 
Administration of Universiteit Maastricht, Research Centre for Education and the Labour Market, Faculty of Economics 
and Business Administration, Maastricht University 
10. Kwan CY, L. Tam. (2009).Commentary: Hybrid PBL – What is in a name? J. Med. Educ. 13:216-222. 
11. Servant, V. (2014). Keynote AddressⅡ：PBL as Perspective via Observations and Interviews PBL in Asia, 3rd 
Asia-Pacific Joint Conference on Problem-Based Learning 2014:54-70 
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数のクラスでも実施できるように米国の Larry Michaelsen によって発案された教育方法である。
知識の習得とそれに基づく応用力の獲得に優れ，近年では医療系の学部を中心に日本でも広まり
つつある。授業を学生個人が予習を行うフェーズ 1，予習によって知識が獲得できているかどう
かを個人テスト（Individual Readiness Assurance Test: IRAT）とグループテスト（Group 
Readiness Assurance Test: GRAT）とで確認するフェーズ 2，その知識を応用した課題に取り組
むフェーズ 3 に分けて，それを繰り返すことによって知識の習得とその応用を図るものである。
こうした TBL の方法を部分的に取り入れている実践も広い意味で TBL と呼ばれている。また，
近年では，PBL と TBL を組み合わせた授業も行われている。 





上記の三つのフェーズで学習するタイプのアクティブ・ラーニングが TBL と呼ばれている。 
 
２．授業科目名の例とカリキュラム内の位置付け 












能Ⅱ」）の実践である。いずれも個々の教員レベルで実施されているものである。2014 年 8 月
27 日（水）に立川先生らが講師を務めた SPOD フォーラム 2014 の「大学版反転授業：TBL の
手法―問題を作ってみよう―」に参加した後，彼らに 2 時間のインタビューを行った。 
後に詳述する TBL の形式をほぼそのまま実践しているのが高知大学の立川先生や野田先生で
                                                  




ある。例えば，【表１】は立川先生の 2014 年度の「化学概論Ⅱ」のシラバスだが，第 2 回から





















第 2 回 




①事前準備第 3 章，②学習記録ノート（授業の感想，時間外学習の内容と時間） 
第 3 回から第 15 回まで同様の授業形態を繰り返す。 
第 16 回 期末試験 
 
 高知学園短期大学の高畑先生や濱田先生，三島先生は部分的に TBL 方式を取り入れており，例
えば高畑先生は教職科目の「教育の方法及び技術」の著作権をテーマとした授業を実施する際に
事前にプリントを配布し，予習をさせ，それについて IRAT と GRAT を実施した。このように授
業の特質に合わせて，授業の数回分を TBL で実施したり，TBL のフェーズ 1 と 2 のみを実施し
たりといった部分的な導入も行われている。濱田先生らの「情報科学Ⅰ」の授業では IRAT や






 TBL の学習過程は冒頭の概要に書いた通りである。それを表に示すと【表 2】のようになる。 
                                                  
16 濱田美晴・高畑貴志・立川明・三島弘幸 (2010)「e-Learning システムを用いたチーム基盤型学習の導入」『高




【表 2】一つのコースで 5～7 回行われる大きなユニット（学習単位）ごとの進行例17 














ついては参考文献にある Larry K. Michaelsen (2009)を参照されたい。特にフェーズ 2 で行われ








【写真 1】GRAT で用いるスクラッチカード18 
 
フェーズ３の応用重視の演習課題について，野田先生の「スポーツ科学講義」を例に挙げる。
同授業のドーピングを扱う回では，予習にあたる講義とその内容についての IRAT と GRAT を行
った後で，「オリンピックや世界選手権において，ドーピング違反をする選手を根絶するために，
                                                  
























ストの得点が全体の 60％を占め，IRAT と GRAT を 1 対 3 の割合で重みづけをしている。その他
はチームへの貢献度や授業への取組状況で評価している。また，野田先生の「スポーツ科学講義」
では，期末試験を 20%，個人点とチーム点を 80%とし，チーム点はピア評価で重みづけをするほ











                                                  
19 野田智洋「岡山大学チーム基盤型学習（TBL）FD・SD ワークショップ TBL 事例：スポーツ科学講義（看
護学科学生：62 名）」配布資料 
20 三木洋一郎「Tips 5 TBL（チーム基盤型学習）で授業改善」高知大学総合教育センター大学教育創造部門 
https://olss.cc.kochi-u.ac.jp/create/publication/Tips5.pdf （2015/02/04 情報検索） 
21 野田智洋「平成 26 年度スポーツ科学講義 ガイダンス チーム基盤型学習（TBL）」 
22 濱田美晴・高畑貴志・三島弘幸・立川明 (2012)「チーム基盤型学習における協同学習の効果に関する調査―能




















-コラム- TBL を実践する上で重要な良質な問題や課題の作成 
 本文中にも出てきた TBL を実践されている先生方へのインタビューで，「TBL を実践する上































(1)Problem-Based Learning との違い 
 ケースメソッド教育と似ている教育手法に，課題解決型学習ともいわれる Problem-Based 












                                                  
























学」30では，「Health education at school」と題して 2 コマ分のケースメソッド教育を実践して




















                                                  
28 2014 年度千葉大学教育学部シラバス
http://www.chiba-u.ac.jp/student/syllabus/2014/E1_ICHIRANE1031_frame.htm（2015 年 2 月 10 日閲覧） 
29 2014 年度奈良教育大学シラバス http://syllabus.nara-edu.ac.jp/fmi/xsl/g-jikanwari/findrecords.xsl?-view
（2015 年 2 月 10 日閲覧） 
30 2014 年度東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻（SPH）シラバス
http://www.m.u-tokyo.ac.jp/education/4_sph_2014.pdf（2015 年 2 月 10 日閲覧） 
31 慶應義塾大学大学院経営管理研究科修士課程［MBA プログラム］概要 










































































コミ対応，残り 4 時間」」など管理職向けのケース 14 種類が開発されている。奈良教育大学教
師力モデル開発プロジェクト「教師力を育むケースメソッド集 18」では，「授業中，火事に!!!」
や「子供の靴がなくなった」など 18 種類のケースの動画を視聴できる40。学校ケースメソッド教
                                                  
37 安藤輝次（2009）「学校ケースメソッドの教育的意義」大阪教育大学社会科教育講座教科教育学研究室『大阪
教育大学社会科教育学研究』（8），pp.1-10 
38 独立行政法人教員研修センター 教育課題研修モデルカリキュラム開発プログラム（平成 20 年度）「自己・組織
解決力育成のためのケースメソッド教育－いじめ，困難な保護者・学級経営，ADHD などの現代的課題に連携力
で対応するために」 
39 九州大学大学院人間環境学府 教育経営・教育法制研究室「『校長の専門職基準』準拠 ケースメソッド事例集」
http://www.education.kyushu-u.ac.jp/~motokane/index.php?id=216（2015 年 2 月 10 日閲覧） 











                                                  



































                                                  
42 松本茂（1996）『頭を鍛えるディベート入門：発想と表現の技法』講談社 




合センター研究紀要』第 15 巻，奈良教育大学教育学部附属教育実践総合センター，pp.85-90 
46 川本信幹（1993）「ディベートの効用」，川本信幹・藤森裕治編集『教室ディベートハンドブック』（『月刊国語
教育』1993 年 5 月号別冊，東京法令）。 
47 宮里智子・伊良波理絵ほか（2013）「日本国内の看護基礎教育におけるディベートの取り組みに関する文献検







































                                                  
48 北岡俊明（1991）「ディベートは学校教育にイノベーションをおこす」『月刊国語教育』第 11 巻 9 号，pp.34-37 
49 藤川大祐（2013）「教員養成学部におけるディベート授業において現代的課題を扱う試み―高レベル放射性廃
棄物の処分問題を取り上げて―」藤川大祐編『千葉大学大学院人文社会科学研究科 研究プロジェクト報告書第
262 集：社会とつながる学校教育に関する研究』pp.1-10  
50 安藤豊（1994）「教員養成におけるディベート教育の試み」『北海道教育大学紀要』第 45 巻，第 1 号，pp.215-230 








第 1 回 オリエンテーション 授業概要の確認，情報収集法の確認，グループウェア活用方法の確
認 
第 2 回 ディベート体験 1 肯定チーム・否定チームの決定，ディベートの実施，判定・解説 
第 3 回 ディベート体験 2 肯定チーム・否定チームの決定，ディベート方法の確認，情報収集・
打合せ 
第 4 回 ディベート体験 3 ディベートの実施，判定・解説 
第 5 回 ディベートの振り返り ディベート体験 1，2に関する振り返り 
第 6 回 チーム Aによるディベート実践 1 肯定チーム・否定チームの決定，情報収集・打合せ 
第 7 回 チーム Aによるディベート実践 2 ディベートの実施，判定・解説 
第 8 回 ディベートの振り返り チーム Aによるディベート実践に関する振り返り 
第 9 回 チーム Bによるディベート実践 1 肯定チーム・否定チームの決定，情報収集・打合せ 
第 10 回 チーム Bによるディベート実践 2 ディベートの実施，判定・解説 
第 11 回 ディベートの振り返り チーム Bによるディベート実践に関する振り返り 
第 12 回 チーム Cによるディベート実践 1 肯定チーム・否定チームの決定，情報収集・打合せ 
第 13 回 チーム Cによるディベート実践 2 ディベートの実施，判定・解説 
第 14 回 ディベートの振り返り チーム Cによるディベート実践に関する振り返り 
























































































第 1 回 ディベート課題の学生によるテーマ選定とグループ作り（通常，4～5人のグループが六つ，テーマは
三つ） 
第 2 回 ディベートの仕方，図書館など資料収集方法，議論（立論，質疑，反論など）構成方法のレクチャー
を教員が行う。 
第 3 回 第一回グループワーク：テーマに関する調査と議論構成をグループワークする。 
第 4 回 第一回グループ発表，議論構成の発表とクラス全員による検討：事前にディベートがどのような構成
になるかを発表し，内容をクラスで吟味する。 
第 5 回 第一回ディベート（ディベートを 30 分，計 3回実施） 
第 6 回 第二回グループ発表：第一回ディベートを踏まえ，肯定側・否定側を交代して発表，クラスで検討を
行う。 
第 7 回 レポートの書き方の教授を教員が行う（ディベートの内容を生かしながら，それをレポートの形に沿
うように教授し，評価基準を示す）。 
第 8 回 中間個人レポート（2000 文字）の提出 
第 9 回 第二回グループワーク：グループワークの間に，教員が朱を入れた中間レポートを一人一人に返して，
学生に口頭で評価の説明を行う。 
第 10 回 第三回グループ発表：肯定側・否定側を交代して発表，クラスで検討を行う。 
第 11 回 第二回ディベート：肯定側・否定側を交代して行う（ディベートを 30 分，計 3回実施）。 
第 12 回 最終レポートのための注意事項を教員が説明する。 
第 13 回 最終レポート第一回提出：学生による相互評価を行う（４名グループを作り，事前に３部コピーした
レポートを相互に読み，３名から評価を受ける）。 







































2014 年 4 月，埼玉県の県立高校で 4 名の新入生の担任教諭が，自身の子息の入学式出席を理由に勤務校の入
















































































第６節 LTD 話し合い学習法：理想的な学習・対話法 
 
１．概要  




Learning Through Discussion）を考案した。 
 この LTD が日本に紹介されたのが 1996 年である１。その後の実践研究を通して，書き下ろし
























 近年，LTD を活用した授業づくりが急速に増えている。その大半は，LTD の意義と有効性を認
                                                  
52 Rabow,J., Charness,M.A., Kipperman,J., & Radcliffe-Vasile,S. (1994).  Willam F. Hill's Learning through 
Discussion. California: Sage. 丸野俊一･安永悟 (共訳,1996), 討論で学習を深めるには－LTD 話し合い学習法－ 
ナカニシヤ出版. 
53 安永悟 (2006) 実践・LTD 話し合い学習法． ナカニシヤ出版． 













































準備 St.1 導入 3分理
解 St.2 ことばの 理解 3分
St.3 主張の 理解 6分
St.4 話題＊の 理解 12分
関連づけ St.5 知識との関連づけ 15分
St.6 自己との関連づけ 12分
評価 St.7 課題文の評価 3分
St.8 ふり返り 6分
    ＊   話題とは主張を支持する根拠を表す。
　  ＊＊標準型LTDのミーティングは60分間である。
ステップ   
33 
 
 LTD ミーティング終了後のふり返りは，LTD で学んだ課題文の理解を定着させ，次回に行う
LTD の質を高めるために極めて大切な活動となる。LTD 過程プランにも，予習とミーティングを








 (2)「LTD を教える」授業計画 
























                                                  
56 このモデルに基づいた授業が，久留米大学の「教養演習Ⅰ」や「討議法」で実践されている。なお詳細につい
ては，同じモデルに沿った授業をまとめた実践研究論文「須藤文・安永悟（2014）『LTD 話し合い学習法を活用し




































（step 7）など，LTD 過程プランを評価規準として活用できる。 
 筆記試験や成果物で測定できない諸側面については，授業科目の前後に行う質問紙による測定
が多用されている。なかでも，協同に対する認識，大学生活に対する適応，批判的思考や思考動
                                                  
57 ここで言及している話し合いの基本スキルや協同学習の技法については，前出の安永悟（2012）や安永悟・須
藤文（2014）に詳しい。 













 LTD に期待される学習成果は幅広い。協同学習を基盤としている LTD には，次に示す認知的
側面と態度的側面，及び両者を支える技能的側面が，同時に獲得又は改善される。 
 認知的側面として，課題文の理解と記憶の促進をあげることができる。特に，LTD では過程プ
ランの step 5 と 6 で求められる「関連付け」の効果が大きい。個人による関連づけに加え，仲間
の関連付けを知ることにより，関連付けの幅が一挙に広がり，課題文の内容の確かな理解と，多
様な場面で使える活用力の獲得が期待できる。 




















                                                  
59 授業科目の前後での質問紙で使用される尺度は，前出の安永・須藤（2014）に詳しい説明がある。 

















同学習に基づく LTD の存在意義は，今後，更に高まると期待できる。 























































                                                  
61 大谷修司ほか（2014）「島根大学教育学部 1000 時間体験学修 10 年間の歩みと検証」『島根大学教育臨床総合
研究 1000 時間体験学修 10 周年記念号』9-17. 







































                                                  
63 島根大学教育学部附属教育支援センター（2014）『島根大学教育臨床総合研究 1000 時間体験学修 10 周年記
念号』 
64 遠藤貴広（2014）「教職における専門性形成の基盤 教員養成カリキュラムの展望」『福井大学教育地域科学部 
教職実践演習 2013 年度実施報告書』5-30. 

























































































































                                                  
69 地域連携実習の運営は，教職総合センター（全学センター）に属する「教職支援ルーム」が窓口となって，協
力機関と連絡を取りながら活動の受付や学生への掲示等をしている。 


















































































































































                                                  
72 島根大学では教育支援センター，上越教育大学では学校ボランティア支援室，愛媛大学では教職総合センター
と教職支援ルームを立ち上げ，体験型プログラムの運営を行っている。 
73 島根大学教育学部では，平成 16 年の学部改組以降に，文部科学省から８種類の競争的資金を受けている（『島




















１年生 木曜日　12:40～16:00 木曜日　10:20～14:10 
２年生 月曜日　8:30～11:50 月曜日　10:20～14:10 
３年生 木曜日　10:20～14:10 火曜日　10:20～14:10 
４年生 火曜日　10:20～14:10 金曜日　10:20～14:10  
 
 


















































































































































































（山﨑 哲司・城間 祥子） 
 
  
                                                  


































 1 科目 2 単位で，1 年次の秋学期（後期）から，最大 6 単位まで履修を認めている（国内での
インターンシップは半期 16 単位履修制限の上限外科目とされている）。累積 GPA2.8 以上の学生




について考える」『佛教大学総合研究所紀要』第 16 号,pp.35-51. 
77 文部省（1997）「教育改革プログラム」
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/t19991015001/t19991015001.html 
78 教育職員養成審議会「養成と採用・研修との連携の円滑化について（第 3 次答申）」
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/old_chukyo/old_shokuin_index/toushin/1315385.htm 
79 山本冬彦（2008）「第 7 章 コミュニティ教育のネットワーク開発としての学校インターンシップ」『CHAT 
Technical Report No.7 2007 年度研究報告』 関西大学人間活動理論研究センター 1-11. 

























 原則，週 1 回，決まった曜日に受入れ機関に行って活動する。学生の授業の時間割によるが，
午前中のみあるいは終日（8 時間程度）が基本的な活動時間となっている。そのほか，長期期間







 評価の基準は，1）活動が半期 70 時間を超えていること，2）「インターンシップ活動記録」が
書けていること，3）大学での授業における指導（事前・事後指導を含む）を受けていることが前
提である。その上で，受入れ機関に次の 4 項目について 5 段階（大変よかった〜よくなかった）































































 ボランティアセンターができた背景は，阪神大震災がきっかけであるが（1998 年と 2001 年に
各キャンパスに開設），当時ボランティア業界で著名な山崎美貴子先生が副学長であり，山崎先生
の熱心な働きかけがセンターの確立に大きく影響した。現在では，迅速な意思決定が可能な独立
機関となり，2003 年秋の GP（Good Practice）取得により組織が拡大した。2005 年度にボラン
ティア・コーディネーター（専門職）の規程も作られたため，他大学から組織の作り方に関する
問合せも多く寄せられている。 
 学内の学生のボランティア参加率は 4 年間で 4 割程度であるが，1 日限定プログラムなどを見




    フィールドワーク（２年生専門科目）（ボランティアセンターコーディネーター担当科目） 
 ・国際学部国際キャリア学科 
   3−4 年生の選択必修科目。Field Study A，Field Study B，Field Study Seminar，Internship 
A，Internship B，Independent Study A，Independent Study B のいずれかを 4 単位選択必
修。Field Study の場合は，Field Study Seminar（2 単位）とセットで，Field Study A（4 単




                                                  
84 「サービス・ラーニング」と「サービスラーニング」の双方の標記がある。ここでは原則「サービス・ラーニ
ング」と記しつつ，大学ごとや出典ごとの表記に合わせて記している。 
85 Jacoby, Barbara, 1996, “Service-Learning in Today’s Higher Education,” B. Jacoby et al., Service-Learning 
in Higher Education: Concepts and Practices. Jossey-Bass,pp.3-25.,（= 2007, 山田一隆訳「こんにちの高等教
育におけるサービスラーニング」龍谷大学経済学会『経済学論集』第 47 巻第 1/2 号） 
86 Sigmon, Robert, 1994, Linking Service with Learning, Washington, D. C., Council of Independent Colleges. 
87 ボランティアセンターの活動と日本全体のサービスラーニングの現状については，山田一隆（2009）「第 7 章 
日本の高等教育におけるボランティア活動支援・サービスラーニングの現状」櫻井政成・津止正敏編著『ボラン







































                                                  

















































































































































































































                                                  
90 松下佳代 2010.「学びの評価」佐伯胖（監修）『「学び」の認知科学事典』, pp.442-458. 
91 Lave, J., Wenger, E. 1991. Situated learning: Legitimate peripheral participation. Cambridge University 
Press, New York. 
92 Brown, J. S., Collins, A., Duguid, P. 1989. Situated Cognition and the Culture of Learning. Educational 
Researcher, Vol. 18, No. 1.pp.32-42.（p.33 より筆者訳） 
93 同上,（p.33 より筆者訳） 






































                                                  
95 福島真人 2010.『学習の生態学―リスク・実験・高信頼性―』東京大学出版会, p.148. 
96 Johnson,D.W., Johnson,R.T., Smith,K.A. 1991. Active learning: Cooperation in the college classroom,1/E. 






































                                                  
97 福島真人 2010. 前掲書, p.146. 
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【質問者】  一人が自己紹介して，その後，復唱の方が先なんですか，それとも。 
【安永氏】  はい，復唱を先にします。 
































【安永氏】  はい，ありがとうございます。それでは復唱をお願いします。 
 はい，どうぞ。 
（復唱） 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































協 同 に よ る 個 と 集 団 の 変 化  
-  協 同 学 習 の す す め  -
国 立 教 育 政 策 研 究 所 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  2 0 1 3 年 1 月 8 日 （ 火 ）
安 　 永   　 悟  
大 学 院 心 理 学 研 究 科 ・ 文 学 部 心 理 学 科
　 　 目 的 ：    め あ て と 願 い
❖
め あ て  

協 同 学 習 の 概 要 を 理 解 す る  

協 同 に よ る 授 業 づ く り の 可 能 性 を 知 る  
❖
願 い （ メ ッ セ ー ジ ）  

生 徒 も 教 師 も 共 に 変 化 成 長 で き る 学 校
づ く り に 「 協 同 」 を 中 核 に 据 え た 教 授
学 習 は 極 め て 有 効 で あ る
講 演 の 内 容
１ ． 教 育 目 的  

現 場 で 活 躍 で き る 人 材 育 成  

科 学 的 思 考 と 協 同 の 精 神  
２ ． 協 同 学 習 の 定 義 と 特 徴  

協 同 学 習 の 基 本 要 素 と 技 法  

協 同 学 習 の 効 果 と 評 価 方 法  
３ ． 授 業 づ く り の ポ イ ン ト  

学 年 を 変 え た 実 践 例  

学 校 を 変 え た 実 践 例
グ ル ー プ づ く り

　 多 様 性 　 の 重 視 ： 異 質 グ ル ー プ  

方 法 ： 性 別 、 学 力 、 活 動 性 、 趣 味 、 関 心 ・ ・ ・ 　  

機 能 ： 多 様 な 「 個 」 と の 出 会 い と 受 容    
　 　 　 　 　 　 　  →   視 野 の 拡 大 ・ 理 解 の 深 化  

異 質 性 の 許 容   →   他 者 理 解 、 「 い じ め 」 阻 止  
　 　 　 　 　 　  特 別 支 援 教 育 の 可 能 性
グ ル ー プ 活 動 で の 約 束

規 律 の 明 確 化 、 同 意 と 遵 守  

グ ル ー プ 活 動 に 必 要 な ス キ ル  

教 え る 、 促 す 、 ほ め る  

オ ン と オ フ の 明 確 化  

技 法 「 先 生 に 注 目 」

目 的 ： 仲 間 の 姓 と 名 を 言 え て 書 け る  

話 し 手 ： 自 己 紹 介 　 １ 分 / 人  
( 1 ) 氏 名 （ 姓 ・ 名 、 由 来 ） 所 属 ・ 専 門  
( 2 ) 最 近 の ち ょ っ と い い 話  
( 3 ) 心 身 の 状 態  
　 　 注 意 ： 聞 き 手 は 口 を 挟 ま な い  
　 　 復 唱 で き る よ う に 聞 く  

聞 き 手 ： 復 唱 （ １ 分 / 人 ）  
( 1 ) 自 己 紹 介 を 復 唱 す る  
( 2 ) 間 違 え た ら 修 正 す る
　 仲 間 づ く り ：  自  己  紹  介
傾 聴
ミ ラ ー リ ン グ
   
    
 	   
関 連 づ け
配 慮
時 間
課 題 明 示
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仲 間 づ く り に 込 め ら れ た 創 意 工 夫

関 連 づ け  

方 法 ： 関 連 し た 情 報 を つ な ぐ  

効 果 ： 理 解 を 深 め 、 記 憶 を 高 め る  

協 同 学 習 の 基 本 構 造  

課 題 明 示  →  個 人 思 考  →  集 団 思 考   

傾 聴 と ミ ラ ー リ ン グ  

配 慮
教 育 目 的 ： 「 学 士 力 」 の 育 成 （ 中 教 審 ,  2 0 0 8 )
学 士 力
知 識 ・ 理 解
汎 用 的 技 能
態 度 ・ 志 向 性
　 総 合 的  
学 習 経 験  
創 造 的 思 考 力

大 学 教 育 の 目 的
「 学 士 力 」 ＝   大 学 版 「 生 き る 力 」
　  　 「 生 き る 力 」 の 育 成 （ 中 教 審 ,  2 0 0 8 ）

新 学 習 指 導 要 領 （ 小 ・ 中 ・ 高 ）
生 き る 力
確 か な 学 力
知
徳
豊 か な 人 間 性
体
健 康 ・ 体 力
教 育 目 的 ： 現 場 で 活 躍 で き る 人 材 の 育 成
常 に 変 化 成 長 で き る 人
①  目 的 意 識 を も っ て  
②  主 体 的 か つ 論 理 的 に 考 え 　 　
③  自 分 の こ と ば で 語 り  
④  仲 間 と 交 流 し て  
⑤  根 源 を 問 い 続 け  
⑥  実 践 で き る 人
   	 
  
  
主 体 的 で 能 動 的 な 学 習 者
   / 
 ! ( 
 2 $ % # " 3
   , 
 ) 
   0  -   
   , 
  .
    
   , 
  *
  '  
    , 
 + 
   , 
   
論 理 的  
思 考
   	    
  
変 化 成 長 を 促 す ２ つ の 源 泉 協 同 学 習 の 定 義 と 特 徴

定 義 ： S m i t h ( 1 9 9 6 )  

小 グ ル ー プ の 教 育 的 使 用 で あ り  

生 徒 が 自 分 の 学 び と 仲 間 の 学 び を  

最 大 に す る た め に 共 に 学 び 合 う 学 習 法  

特 徴 ： B a r k l e y ,  e t  a l .  ( 2 0 0 5 )  

意 図 的 な 計 画 　 　 （ 構 造 ）  

公 平 な 取 り 組 み 　 （ 貢 献 ）  

意 味 あ る 学 習 　 　 （ 目 的 ）
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協 同 学 習 の 基 本 要 素
①  肯 定 的 相 互 依 存   　  ☞  互 恵 的 な 協 力 関 係 が あ る 　 　  
②  促 進 的 相 互 交 流   　  ☞  対 面 し て 活 発 に 交 流 す る 　  
③  個 人 の 責 任     ☞  個 人 の 責 任 が 明 確 で あ る  
④  集 団 ス キ ル の 促 進  ☞  集 団 ス キ ル を 教 え 育 て る  
⑤  活 動 の 評 価    ☞  活 動 の ふ り 返 り が あ る 
資 料 １ ． J o h n s o n  兄 弟 の 五 要 素
協 同 学 習 の 技 法

バ ー ク レ イ ら （ 2 0 0 9 ）  

話 し 合 い ・ 教 え 合 い ・ 問 題 解 決 ・ 文 章 作 成  

基 礎 的 な 技 法  

シ ン ク = ペ ア = シ ェ ア 、 ラ ウ ン ド = ロ ビ ン  

ジ グ ソ ー 学 習 法 、 特 派 員  他  

お 勧 め の 技 法 　 㱺 　 L T D  

協 同 の 精 神 ＋ 基 本 技 法
　 　 →  L T D  →  P B L ･ S L ,  他   →  体 験 学 習 　 　 　 　 　 　
協 同 学 習 の 効 果





 ×  生 徒 指 導

認 　 知 ： 科 目 内 容 の 理 解 、 知 的 発 達

態 　 度 ： 協 同 の 認 識 、 動 機 づ け  
　 　 　 　 　 学 習 ・ 仲 間 ・ 学 校 の 見 方 　 　 　 　

技 　 能 ： 学 習 ス キ ル ・ 読 解 ス キ ル  
　 　     コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン = ス キ ル  
　 　     対 人 関 係 ス キ ル
協 同 学 習 と 人 権 教 育

認 　 知  

態 　 度 　 　  

技 　 能
人 権 教 育 の 指 導 方 法 等 の 在 り 方 に つ い て  
第 三 次 と り ま と め （ 文 部 科 学 省  2 0 年 3 月 ）
①  知 的 側 面  
②  価 値 的 ・ 態 度 的 側 面  





授 業  =  学 習 指 導  ×  生 徒 指 導
協 同 学 習 の 評 価 方 法

評 価 の 側 面  

認 知 面 ： 成 績 ・ 認 知 能 力 ・ 思 考 力 、 他  

態 度 面 ： 学 習 意 欲 ・ 人 間 関 係 ・ 価 値 観 、  他  

技 能 面 ： 学 習 ス キ ル ・ 生 活 ス キ ル ・ 対 人 ス キ ル ・
　 　 　 　 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン = ス キ ル 、 他  

評 価 方 法  

学 力 試 験 ・ 評 定 尺 度 ・ ル ー ブ リ ッ ク ・
ポ ー ト フ ォ リ オ 、 他  

成 績 認 定 ： 授 業 目 的 に 応 じ て 各 側 面 を 重 み づ け る

目 的 ： 理 解 で き た こ と 、 疑 問 に 思 っ た こ と  

個 人 　 １ 分  
　   ①  自 分 の こ と ば で 表 現 す る  

集 団 　 ５ 分 　 グ ル ー プ  
　 　 ①  一 人 一 項 目 ず つ 理 解 を 紹 介 す る  
　 　 ②  話 し 合 っ て 理 解 を 深 め る  
　 　 ③  質 問 の 準 備 を す る  

全 体 対 話 ： 後 ほ ど 一 括 し て 　 　     
確 認 ・ 質 問 タ イ ム
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授 業 づ く り の ポ イ ン ト

教 師 の 語 り  ⇐  新 し い グ ル ー プ 学 習                   

体 験 的 予 感  ⇐  真 の 学 び 合 い                 

見 通 し  ⇐  目 的 と 過 程 、 教 育 学 習                   

課 題 明 示  ⇐  目 標 と 方 法 、 グ ル ー プ                    

学 ぶ 価 値 の 明 確 化  ⇐  生 活 を 豊 か に す る 学 び          

協 同 を 促 す 課 題 の 設 定   ⇐  協 同 の 効 果   

達 成 感 を 味 わ え る 工 夫   ⇐  自 己 効 力 感 
学 年 を 変 え た 実 践
❖
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　 　 　 　 L T D 過 程 プ ラ ン （ ミ ー テ ィ ン グ 用 ）
　 段 階 　  ス テ ッ プ 　    活 動 内 容 　 　   　 配 分 時 間  
　 導 入 　 　  S t . 1 　 　 雰 囲 気 づ く り  3 分              
　 理 解 　 　  S t . 2 　 　 こ と ば の 理 解 　  3 分 　        
　 　 　 　 　  S t . 3 　 　 主 張 の 理 解 　  6 分 　           
　 　 　 　 　  S t . 4 　 　 話 題 の 理 解 　  1 2 分            
関 連 づ け 　  S t . 5 　 　 知 識 と の 関 連 づ け 　  1 5 分   
　 　 　 　 　  S t . 6 　 　 自 己 と の 関 連 づ け 　  1 2 分 　  
　 評 価 　 　  S t . 7 　 　 課 題 の 評 価 　 　  3 分           
　 　    　 　  S t . 8 　 　 ふ り 返 り 　 　  6 分              
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ 合 計  6 0 分 ）
過 程 プ ラ ン の 原 理
　 s t e p   　  活 動 内 容 　 　  
　 s t e p  1 　 雰 囲 気 づ く り  
　 s t e p  2 　 言 葉 の 理 解 　   
　 s t e p  3 　 主 張 の 理 解 　  
　 s t e p  4 　 話 題 の 理 解  
   s t e p  5 　 知 識 と の 関 連 づ け 　  
　 s t e p  6 　 自 己 と の 関 連 づ け 　   
　 s t e p  7 　 課 題 文 の 評 価  
　 s t e p  8 　 ふ り 返 り
  
  &
  "  '
1  
  &
  "  '
P I S A 読 解 力  
の 過 程
情 報 の  
取 り 出 し  
解 釈
熟 考 ・ 評 価
 & 	  ' 

 
分 割 型 L T D に よ る 授 業 づ く り
過 程 プ ラ ン 8 ス テ ッ プ 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　 S t . 1    雰 囲 気 づ く り 　 　 　 　 　 　 　   
　 S t . 2    こ と ば の 理 解  　 　 　   
　 S t . 3    主 張 の 理 解  　 　 　  　  
　 S t . 4    話 題 の 理 解  　 　   　  
　 S t . 5    知 識 と の 関 連 づ け  　  
　 S t . 6    自 己 と の 関 連 づ け 　 　 　   　  
　 S t . 7    課 題 の 評 価  　 　 　 　   
　 S t . 8    ふ り 返 り 　    
活 動 内 容
4 5 分 授 業 へ の ア レ ン ジ
各 ス テ ッ プ ご と に
説 明  
↓  
予 習  
↓  
ミ ー テ ィ ン グ






学 習 成 果 の 評 価

認 知 面 ： 学 力 テ ス ト （ 授 業 後 ）  

基 礎 テ ス ト （ 市 販 ） ：  ①  情 報 の 「 取 り 出 し 」 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ② 「 解 釈 」  

活 用 テ ス ト （ 市 販 ） ：  ③ 「 熟 考 ・ 評 価 」  

態 度 面 ： Q U テ ス ト （ 授 業 前 後 ）  

や る 気 （ 学 校 生 活 意 欲 ） 友 達 関 係 、 学 習 意 欲 　 　 　
学 級 の 雰 囲 気  

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学 習 成 績 の 変 化
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対 人 関 係 の 変 化 （ や る 気 ）
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
授 業 の 導 入                     　 　 　 　 　   ( 5 分 )  

 挨 　 拶 　  ：  学 習 仲 間 と の 対 話 　 　    

今 日 の 予 定        

前 時 の ふ り 返 り                   　 　 　 　 ( 2 0 分 )  

 授 業 通 信   ：  ク ラ ス 全 体 と の 対 話   

授 業 の 展 開                  　 　 　 　 　 　  ( 5 5 分 )  

 説 明 と 対 話 ：   教 授 学 習 ユ ニ ッ ト  

授 業 の ま と め              　 　 　 　 　  　  ( 1 0 分 )  

 授 業 記 録 紙 ：  自 己 と の 対 話
見 通 し
対 話 中 心 授 業 の 展 開 例 （ 1 ）
（ 合 計 9 0 分 ）
段 階 1  　 教 師 ： 科 目 内 容 の 説 明  
段 階 2  　 教 師 ： 課 題 の 提 示   
段 階 3  　 学 生 ： 課 題 と の 対 話  
段 階 4  　 学 生 ： 仲 間 と の 対 話  
段 階 5 　  学 生 ： ク ラ ス と の 対 話
段 階 6 　  学 生 ： 自 己 と の 対 話  
　 　     教 師 ： ま と め と 展 開  
       　 （ 必 要 に 応 じ て ）     
教 授 学 習 ユ ニ ッ ト
内 容 説 明  
課 題 明 示   
個 人 思 考 　
集 団 思 考  
理 解 共 有  
個 人 定 着   
構 造 化
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授 業 の 導 入                     　 　 　 　 　  

 挨 拶 と 今 日 の 予 定                        （ 5 分 ） 　 　  

授 業 の 展 開                  　 　 　 　 　   

 対 話 ：  L T D 話 し 合 い 学 習 法          （ 6 0 分 ）  

授 業 の ま と め              　 　 　 　 　   

 授 業 記 録 紙 ：  自 己 と の 対 話          （ 1 5 分 ）  

 教 師 の 指 導 ：  学 習 内 容 の 確 認          
　 　 　 　 　 　 　 L T D 実 践 上 の 注 意   （ 1 0 分 ）
対 話 中 心 授 業 の 展 開 例 （ 2 ）
（ 合 計 9 0 分 ）
ジ グ ソ ー で 学 ぶ 看 護 技 術

ジ グ ソ ー 学 習 法  A r o n s o n  ( 1 9 7 8 )  
             （ 今 の グ ル ー プ ）  
　 　 G r o u p  A 　 　 a 1  　  a 2  　  a 3  　  a 4  
　 　 G r o u p  B 　 　 b 1   　 b 2  　  b 3   　 b 4  
　 　 G r o u p  C 　 　 c 1   　 c 2  　  c 3   　 c 4  
　 　 G r o u p  D 　 　 d 1   　 d 2   　 d 3   　 d 4  
　 　  課 題  M       m 1     m 2      m 3     m 4
  
   
K a g a n  の  平 等 性  と  同 時 性
成 　 果 　 1 / 3

受 講 態 度 の 変 化  

建 設 的 な 意 見 交 換 、 全 員 無 欠 席  

支 持 的 風 土 の 醸 成  

年 長 者 に 対 し て 負 の フ ィ ー ド バ ッ ク が 可 能   

グ ル ー プ 再 編 成 の 自 発 的 な 申 し 入 れ   

学 生 間 の ト ラ ブ ル な し  、 復 学 者 の 驚 き  

授 業 時 間 外 の 変 化  

教 室 内 で の 自 発 的 な 学 び 合 い や 協 力 が 増 加  

図 書 室 利 用 率 の 増 加
成 　 果 　 2 / 3

看 護 技 術  

技 術 レ ベ ル の 大 幅 な 向 上  

レ ポ ー ト 内 容 の 変 化 ： 患 者 の 視 点 を 考 慮   

看 護 に お け る 信 頼 関 係 の 気 づ き  

学 力  

全 科 目 の 平 均 成 績 が 上 昇  

准 看 護 模 擬 テ ス ト （ 日 本 模 試 セ ン タ ー ）  

前 年 度 ま で に 比 べ て 大 き く 飛 躍
成 　 果 　 3 / 3

実 習 先 か ら の 評 価  

実 習 先 か ら の 高 評 価  

問 合 せ 「 今 ま で の 学 生 と 1 8 0 度 変 わ っ た の は な ぜ
で す か ？ 」  

教 師 の 変 化  

同 僚 性 の 質 的 変 化 、 凝 集 性 向 上  

主 任 の 言 葉 「 限 ら れ た 人 材 で 教 育 成 果 を 上 げ る
た め に は 同 僚 性 を 高 め 、 一 緒 に 授 業 づ く り を 行
う し か な か っ た 」
実 践 例 か ら 見 え て き た こ と 　 1 / 2

教 育 目 的 の 明 確 化  

生 徒 一 人 ひ と り の 変 化 成 長  

課 題 志 向 　 ＞ 　 集 団 志 向 （ 人 間 関 係 志 向 ） 　  

協 同 学 習 の 体 系 的 ・ 組 織 的 な 導 入  

基 本 技 法  →  L T D  →  P B L ･ S L ,  他  →  「 体 験 学 習 」  

全 て の 活 動 に お け る 「 協 同 の 精 神 」 の 徹 底  

グ ラ ウ ン ド = ル ー ル と し て の 協 同
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実 践 例 か ら 見 え て き た こ と 　 2 / 2

外 的 支 援 を 通 し た 教 育 力 の 育 成  

専 門 家 と の 協 力 体 制  

教 材 研 究 × 生 徒 把 握 × 指 導 法  㱺  実 践 応 用 力  

同 僚 性 ＋ 研 究 的 実 践  

組 織 と し て 「 協 同 の 精 神 」 の 徹 底  

教 員 の 意 識 改 革 、 特 に 管 理 職 の 理 解  

変 化 成 長 を 求 め る 心 （ 向 上 心 ）
　 生 徒 と 教 師 の 変 化 成 長 の 保 証

目 的 ： 講 演 内 容 を 理 解 す る  

個 人 　 １ 分  
　   ①  自 分 の 理 解 を 確 認 す る 　 　 　 　  
　 　 ②  疑 問 点 を 準 備 す る  

集 団 　 ５ 分 　 ペ ア  
　 　 ①  一 人 ず つ 疑 問 を 紹 介 す る  
　 　 ②  話 し 合 っ て 理 解 を 深 め る
　 　  ③  全 体 で 検 討 し た い 内 容 を 準 備 す る  

全 体 対 話 　 残 り 時 間 　 　     
確 認 タ イ ム

目 的 ： 共 に 学 べ た 仲 間 に 感 謝 す る  

集 団 　 ２ 分 　 ペ ア  
①  学 び に 貢 献 し て く れ た 出 来 事 を あ げ
 感 謝 の 気 持 ち を 伝 え る  
②  明 日 か ら の 研 究 ･ 実 践 へ 向 け て 互 い に
励 ま し の 言 葉 を か け 合 う  　 　     
グ ル ー プ 活 動 の ふ り 返 り 関 連 図 書   1 / 3
( 1 ) 活 動 性 を 高 め る 授 業 づ く り ： 協 同 学 習 の す す め
      安 永 　 悟 （ 著 ） 医 学 書 院 　 2 0 1 2 　  　 　 　 　 　 　  
( 2 ) 協 同 学 習 入 門 ： 基 本 の 理 解 と 5 1 の 工 夫  
      杉 江 修 治 （ 著 ） ナ カ ニ シ ヤ 出 版   2 0 1 1 　  
( 3 ) 対 話 中 心 の 授 業 づ く り 　    
    　 安 永 （ 著 ）  小 田 ・ 杉 原 （ 編 著 ）  学 生 主 体 型 授 業 の 冒 険
    　 ナ カ ニ シ ヤ 出 版 　 2 0 1 0  
( 4 ) 学 習 の 輪 ： 学 び 合 い の 協 同 教 育 入 門  
　 　 ジ ョ ン ソ ン ら （ 著 ） 石 田 ・ 梅 原 （ 訳 ） 二 瓶 社  2 0 1 0 　
関 連 図 書   2 / 3
( 5 ) 協 同 学 習 の 技 法 ： 大 学 教 育 の 手 引 き
　 　 バ ー ク レ イ ら （ 著 ） 安 永 （ 監 訳 ） ナ カ ニ シ ヤ 出 版 　 2 0 0 9 　  
( 6 ) 実 践 ・ L T D 話 し 合 い 学 習 法  
　 　 　 　 安 永 　 悟 （ 著 ）  ナ カ ニ シ ヤ 出 版 　 2 0 0 6 　  
( 7 ) 個 に 応 じ た 学 習 集 団 の 編 成  
　 　 　 　 ア イ ル ソ ン ・ ハ ラ ム 著 　 杉 江 ら 訳 　 ナ カ ニ シ ヤ 出 版 　 2 0 0 6   
( 8 ) 先 生 の た め の ア イ デ ィ ア ブ ッ ク 　  
　 　  ジ ェ イ コ ブ ス ら （ 著 ）  　 関 田 （ 監 訳 ）  
　 　 　 日 本 協 同 教 育 学 会  ( ナ カ ニ シ ヤ 出 版 )  　 2 0 0 5 　
関 連 図 書   3 / 3
( 9 ) 大 学 授 業 を 活 性 化 す る 方 法  
　 　 　 　 　 杉 江 ら （ 著 ） 玉 川 大 学 出 版 部 　 2 0 0 4  
( 1 0 ) 学 び の 情 熱 を 呼 び 覚 ま す プ ロ ジ ェ ク ト ・ ベ ー ス 学 習  
　 　 　 ニ ュ ー エ ル （ 著 ） 上 杉 ・ 市 川 （ 監 訳 ） 学 事 出 版 　 2 0 0 4  
( 1 1 )  学 生 参 加 型 の 大 学 授 業 ： 協 同 学 習 へ の 実 践 ガ イ ド  
　 　 　 ジ ョ ン ソ ン ら （ 著 ） 　 関 田 （ 監 訳 ） 玉 川 大 学 出 版 部 　 2 0 0 1  
( 1 2 ) 「 協 同 」 に よ る 総 合 学 習 の 設 計  








































































































































































































































































































































































































































































しいものは出てきません。非常に単純な紙が出てきます。地点 1 から 4 と書いた４枚の紙で，更
新講習よりは少なくしています。それぞれの紙に書いた図は，1 から 4 までの地点の地層です。
下から上に積み重なった，地層があります。この地層の中にアやエと書いている部分があります










































































































上くらいを，「地域連携実習の手引」の 16 ページ，17 ページ，18 ページ，19 ページあたりに載
せています。これはいいものというよりは真ん中よりちょっといいものです。レベルが余り高い
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୺ 㢟 ᥈ ✲ ᆺ ⛉ ┠ 䠄 ཷ ㅮ ⪅ 䠑 䠌 ྡ ⛬ ᗘ 䛸 䛧 ᢳ 㑅 䛷 ᣺ 䜚 ศ 䛡 䠅 㻌
ᤵ ᴗ 䛷 ᥦ ♧ 䛥 䜜 䛯 ୺ 㢟 䠄 ၥ 䛔 䠅 䜢 ᇶ 䛻 䠈 ཷ ㅮ ⏕ 䛜 ⮬ 䜙 Ꮫ ⩦ ㄢ 㢟
䜢 タ ᐃ 䛧 䠈 ୺ య ⓗ 䛺 Ꮫ ⩦ 䠄 䜰 䜽 䝔 䜱 䝤 䞉 䝷 䞊 䝙 䞁 䜾 䠅 䜢 ⾜ 䛔 䛺 䛜 䜙 䠈
ㄢ 㢟 䜢 ᥈ ✲ 䛩 䜛 ⛉ ┠ 㻌
Ꮫ ၥ ศ 㔝 ู ⛉ ┠ 䠄 ཷ ㅮ ⪅ 䠍 䠑 䠌 ྡ ⛬ ᗘ 䛸 䛧 ᢳ 㑅 䛷 ᣺ 䜚 ศ 䛡 䠅 㻌
䛂 ⥲ ྜ ศ 㔝 䛃 䠈 䛂 ே ᩥ Ꮫ ศ 㔝 䛃 䠈 䛂 ♫ ఍ ⛉ Ꮫ ศ 㔝 䛃 䠈 䛂 ⮬ ↛ ⛉ Ꮫ ศ
㔝 䛃 䛻 ᒓ 䛩 䜛 ྛ Ꮫ ၥ 䛾 ᇶ ᮏ ⓗ 䛺 䜒 䛾 䛾 ぢ ᪉ 䞉 ᪉ ἲ ㄽ 䜔 ▱ ㆑ 䜢
⌮ ゎ 䛩 䜛 䛣 䛸 䜢 ┠ ᣦ 䛩 ⛉ ┠ 䛷 䠈 ᤵ ᴗ ᅇ 䛾 ୍ 㒊 䛻 䛭 䛾 ศ 㔝 䜢 ಠ
▔ 䛩 䜛 ෆ ᐜ 䜢 ྵ 䜐 䜒 䛾 㻌
ෆ ᐜ 䛻 䛴 䛔 䛶 䛿 䠈 ᤵ ᴗ ᱌ 䛸 䝅 䝷 䝞 䝇 䛷 Ⅼ ᳨  
䛣 䛣 䛷 ୍ Ⅼ  
᭱ ⤊ 䛾 ⤖ ㄽ 䛷 ᨵ 㠉 䛾 ᰕ 䛸 䛿 䛧 䛺 䛛 䛳 䛯 䛜 䠈 䛂 ఱ 䜙 䛛 䛾
ㄢ 㢟 䜢 タ ᐃ 䛩 䜛 䛃 䛸 䛔 䛖 ⛉ ┠ 䛾 ᛶ ᱁ ௜ 䛡 䠄 ୺ 㢟 ᥈ ✲ ᆺ
⛉ ┠ 䠅 䜢 䛧 䛯 䛣 䛸 䛿 䠈 ᭷ ┈ 䛷 䛒 䛳 䛯  
ᤵ ᴗ ⛉ ┠ 䛾 ┠ ⓗ 䛻 ἢ 䛳 䛶 䠄 ㄢ 㢟 䛾 タ ᐃ 䛸 ゎ Ỵ 䠅 䜰 䜽 䝔 䜱 䝤 䞉
䝷 䞊 䝙 䞁 䜾 䛾 ᡭ ἲ 䜢 ౑ 䛳 䛶 䛔 䜛 䛣 䛸 䜢 Ⅼ ᳨ 䛩 䜛 䚹 䛩 䛺 䜟 䛱
䇾 ༢ 䛻 䜰 䜽 䝔 䜱 䝤 䞉 䝷 䞊 䝙 䞁 䜾 䛾 ᡭ ἲ 䜢 ධ 䜜 䛶 䛔 䜛 䇿 䛷 䛿 䛺 䛟 䠈
ᚲ ↛ ᛶ 䛾 䛒 䜛 ౑ 䛔 ᪉ 䛷 䠈 ᭷ ຠ 䛻 䞉 ຠ ᯝ ⓗ 䛻 ౑ 䛳 䛶 䛔 䜛 䛛 䛹 䛖
䛛 䜢 Ⅼ ᳨ 䛩 䜛 䛯 䜑 䛾 ษ 䜚 ཱྀ 䛸 䛺 䛳 䛶 䛔 䜛 䚹  
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᪂ 䜹 䝸 䜻 䝳 䝷 䝮 䛻 䛴 䛔 䛶 䛿 䠈 ឡ ፾ ኱ Ꮫ 䛾 ᩍ ⫱ 䝁 䞊 䝕 䜱 䝛 䞊
䝍 䞊 ◊ ಟ ఍ 䛺 䛹 䛷 䜒 ᳨ ウ ≧ ἣ 䜢 ሗ ࿌ 䛧 䛺 䛜 䜙 㐍 䜑 䛯  
䛄 䜰 䜽 䝔 䜱 䝤 䞉 䝷 䞊 䝙 䞁 䜾 䛅 䛸 䛿 ఱ 䛛 䜢 䛝 䛱 䜣 䛸 ㄝ ᫂ 䛧 䛶 ḧ 䛧 䛔  
᳨ ウ 䛾 ⤊ ┙ 䛷 䠈 䜰 䜽 䝔 䜱 䝤 䞉 䝷 䞊 䝙 䞁 䜾 䛾 ゎ ㄝ ᩥ 䜢 䠈 ᨵ 㠉 ጤ
ဨ ఍ 䛾 ୍ ே 䛜 స ᡂ 䛧 䠈 ඲ Ꮫ 䛾 ఍ ㆟ 䛷 㓄 ᕸ 䛧 䛯  
ᡭ ἲ ᴫ せ ୺ 㢟 ᥈ ✲ ᆺ ⛉ ┠ ࢆ ᢸ ᙜ ࡍ ࡿ 㝿 ࡢ ␃ ព ஦ 㡯
3 U R E O H P  % D V H G  / H D U Q L Q J 
3 U R M H F W  % D V H G  / H D U Q L Q J
ၥ 㢟 ゎ Ỵ ࢆ ୺ ┠ ⓗ ࡜ ࡋ ࡚ ࠊ Ꮫ ⩦ ⪅ ୺ య ࡛ ᐇ ㊶ ࡉ ࢀ ࡿ ᑡ ே ᩘ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࡛ ࡢ Ꮫ ⩦ ࢆ  3 U R E O H P
% D V H G  / H D U Q L Q J  ࡜ ࿧ ࡪ ࠋ ࡲ ࡓ ࠊ ල య ⓗ ࡞ Ꮫ ⩦ ㄢ 㢟 ࢆ ࡓ ࡚ ࡚ ࠊ ୍ ே ࡞ ࠸ ࡋ ࢳ ࣮ ࣒ ࡛ ࣉ ࣟ ࢪ ࢙
ࢡ ࢺ ࢆ 㐙 ⾜ ࡋ ࡞ ࡀ ࡽ ⾜ ࠺ Ꮫ ⩦ ࢆ  3 U R M H F W  % D V H G  / H D U Q L Q J  ࡜ ࿧ ࡪ ࠋ ࠸ ࡎ ࢀ ࡶ Ꮫ ⏕ ࡀ ⮬ ୺ ⓗ
࡟ Ꮫ ⩦ ࡍ ࡿ ࡇ ࡜ ࡀ ồ ࡵ ࡽ ࢀ ࡿ ࠋ
ࠕ ࣌ ࢔ ࣭ ࢢ ࣝ ࣮ ࣉ ࣡ ࣮ ࢡ ࠖ ࡸ ࠕ ࣉ ࣞ ࢮ ࣥ ࢸ ࣮ ࢩ ࣙ ࣥ ࠖ ➼ ࡜ ⤌ ࡳ ྜ ࢃ ࡏ ࡚
ᐇ ᪋ ࡉ ࢀ ࡿ ࡇ ࡜ ࡀ ᝿ ᐃ ࡉ ࢀ ࡲ ࡍ ࡢ ࡛ ࠊ ࡇ ࢀ ࡽ ࡢ ᡭ ἲ ࡢ ゎ ㄝ ࡶ ࡈ ཧ ↷ ࡃ ࡔ
ࡉ ࠸ ࠋ ึ ᖺ ḟ ࡢ Ꮫ ⏕ ࡟ ࡜ ࡗ ࡚ ࡣ ẚ ㍑ ⓗ 㧗 ᗘ ࡞ Ꮫ ⩦ ἲ ࡜ ࡶ ࠸ ࠼ ࡿ ࡢ ࡛ ࠊ ㄢ
㢟 ࡢ ࣞ ࣋ ࣝ タ ᐃ ࡟ ࡶ ࡈ 㓄 ៖ ࡃ ࡔ ࡉ ࠸ ࠋ
ࢡ ࣜ ࢵ ࢝ ࣮
ࣞ ࢫ ࣏ ࣥ ࢫ ࢩ ࢫ ࢸ ࣒ ࡜ ࡶ ࿧ ࡤ ࢀ ࡿ ࠋ ᩍ ဨ ࡢ ㉁ ၥ ࡟ ᑐ ࡋ ࠊ Ꮫ ⏕ ࡀ ࢡ ࣜ ࢵ ࢝ ࣮ 㸦 ᝟ ሗ ㏦ ಙ ᶵ 㸧
ࡢ ࣎ ࢱ ࣥ ࢆ ᢲ ࡋ ࡚ ⟅ ࠼ ࡿ ࡜ ࠊ ࡑ ࡢ ⤖ ᯝ ࡀ ▐ ᫬ ࡟ 㞟 ィ ࡉ ࢀ ࠊ ࢫ ࢡ ࣜ ࣮ ࣥ ࡟ ⾲ ♧ ࡉ ࢀ ࡿ ࠋ Ꮫ ⏕
ࡣ ⮬ ࡽ ࡢ ព ぢ ࡢ ṇ ㄗ ࡸ ௚ ࡢ Ꮫ ⏕ ࡢ ព ぢ ࢆ ༶ ᫬ ࡟ ▱ ࡿ ࡇ ࡜ ࡀ ࡛ ࡁ ࡿ ࠋ ព ᛮ ⾲ ♧ ࢆ ᡭ ㍍ ࡟ ⾜ ࠼
ࡿ ࡢ ࡛ ࠊ ᤵ ᴗ ࡬ ࡢ ཧ ຍ ព ḧ ࡀ ಁ ࡉ ࢀ ࡿ ࠋ
ᩍ ဨ ࡣ Ꮫ ⏕ ࡢ ඲ య ⓗ ࡞ ཯ ᛂ ࢆ ☜ ㄆ ࡋ ࡞ ࡀ ࡽ ᤵ ᴗ ࢆ 㐍 ࡵ ࡿ ࡇ ࡜ ࡀ ࡛ ࡁ ࡲ
ࡍ ࠋ ୍ ᪉ ࡛ ࠊ ࢡ ࣜ ࢵ ࢝ ࣮ ࡣ ༏ ྡ ࡢ ព ᛮ ⾲ ♧ ࢶ ࣮ ࣝ ࡟ 㐣 ࡂ ࡲ ࡏ ࢇ ࠋ Ꮫ ⏕
ಶ ࠎ ࡢ ࢔ ࢡ ࢸ ࢕ ࣈ ࣭ ࣛ ࣮ ࢽ ࣥ ࢢ ࢆ ಁ 㐍 ࡍ ࡿ ࡟ ࡣ ࠊ ௚ ࡢ ᡭ ἲ ࡜ ⤌ ࡳ ྜ ࢃ ࡏ
ࡿ ࡞ ࡝ ࡢ ᕤ ኵ ࡀ ᚲ せ ࡜ ࡞ ࡾ ࡲ ࡍ ࠋ
ㄪ ᰝ
ᩍ ဨ ࡀ ᥦ ♧ ࡋ ࡓ ࢸ ࣮ ࣐ ࡸ ㄢ 㢟 ࡟ ᑐ ࡋ ࡚ ࠊ ᅗ ᭩ 㤋 ➼ ࡛ ཧ ⪃ ᅗ ᭩ ࠊ ᪂ ⪺ ࣭ 㞧 ㄅ ࠊ ⤫ ィ ㈨ ᩱ ࢆ ㄪ
࡭ ࡓ ࡾ ࠊ ' 9 ' ᫎ ീ ࡸ ࢖ ࣥ ࢱ ࣮ ࢿ ࢵ ࢺ ࡢ ࣓ ࢹ ࢕ ࢔ ࢆ ά ⏝ ࡋ ࡚ ᝟ ሗ ཰ 㞟 ࢆ ⾜ ࠸ ࠊ ⤖ ᯝ ࢆ ࡲ ࡜ ࡵ ࡿ
Ꮫ ⩦ ᪉ ἲ ࡛ ࠶ ࡿ ࠋ
༢ ࡟ ࣞ ࣏ ࣮ ࢺ ࢆ ㄢ ࡍ ࡔ ࡅ ࡛ ࡣ ࠊ ࢔ ࢡ ࢸ ࢕ ࣈ ࣭ ࣛ ࣮ ࢽ ࣥ ࢢ ࡜ ࠸ ࠼ ࡲ ࡏ ࢇ ࠋ
Ꮫ ⏕ ࡟ ࡼ ࡿ ࣉ ࣞ ࢮ ࣥ ࢸ ࣮ ࢩ ࣙ ࣥ ࡬ ࡘ ࡞ ࡆ ࡓ ࡾ ࠊ ཮ ᪉ ྥ ᆺ ᇳ ➹ ₇ ⩦ ࡜ ࡋ ࡚
༑ ศ ࡞ ࣇ ࢕ ࣮ ࢻ ࣂ ࢵ ࢡ ࢆ ⾜ ࠺ ࡞ ࡝ ࠊ ㄪ ᰝ ࡢ ᡂ ᯝ ࢆ ⏝ ࠸ ࡚ ࠊ Ꮫ ⏕ ࡜ ᩍ ဨ ࡜
࡛ Ꮫ ಟ ࢆ ῝ ࡵ ࡿ ᕤ ኵ ࡀ ᚲ せ ࡛ ࡍ ࠋ
ࣇ ࢕ ࣮ ࣝ ࢻ ࣭ ࣡ ࣮ ࢡ
ᩍ ဨ ࡀ ᥦ ♧ ࡋ ࡓ ࢸ ࣮ ࣐ ࡸ ㄢ 㢟 ࡟ ᑐ ࡋ ࡚ ࠊ ᐇ 㝿 ࡟ ⌧ ሙ ࢆ ゼ ࢀ ࠊ ࡑ ࡢ ᑐ ㇟ ࢆ ┤ ᥋ ほ ᐹ ࡋ ࠊ 㛵 ಀ
⪅ ࡟ ⪺ ࡁ ྲྀ ࡾ ㄪ ᰝ ࡸ ࢔ ࣥ ࢣ ࣮ ࢺ ㄪ ᰝ ࢆ ⾜ ࠸ ࠊ ⌧ ᆅ ࡛ ࡢ ྐ ᩱ ࣭ ㈨ ᩱ ࡢ ᥇ ྲྀ ࢆ ⾜ ࠺ Ꮫ ⩦ ᪉ ἲ ࡛
࠶ ࡿ ࠋ
ࣟ ࣮ ࣝ ࣭ ࣉ ࣞ ࢖ ࣥ ࢢ 
ࢩ ࣑ ࣗ ࣞ ࣮ ࢩ ࣙ ࣥ
⌧ ᐇ ࡟ ㉳ ࡇ ࡿ ሙ 㠃 ࢆ ᝿ ᐃ ࡋ ࡚ ࠊ ཧ ຍ ⪅ ࡀ ࡑ ࢀ ࡒ ࢀ ࡟ ୚ ࠼ ࡽ ࢀ ࡓ ᙺ ࢆ ₇ ࡌ 㸦 ࣟ ࣮ ࣝ ࣉ ࣞ
࢖ 㸧 ࠊ ␲ ఝ య 㦂 㸦 ࢩ ࣑ ࣗ ࣞ ࣮ ࢺ 㸧 ࡍ ࡿ Ꮫ ⩦ ᪉ ἲ ࠋ ᢏ ⾡ ࣭ ᢏ ⬟ ࡢ ಟ ᚓ ࡸ ࠊ ⌧ ᐇ ⓗ ࡞ ࢣ ࣮ ࢫ ࡟
࠾ ࡅ ࡿ ែ ᗘ ࣭ ጼ ໃ ࡢ ᾰ 㣴 ࠊ ௚ ே ࡢ ❧ ሙ ࡬ ࡢ ⌮ ゎ ࡞ ࡝ ࢆ ಁ 㐍 ࡋ ࡓ ࠸ 㝿 ࡟ ຠ ᯝ ⓗ ࡛ ࠶ ࡿ ࠋ
ᐇ ⩦
ㅮ ⩏ ࡞ ࡝ ࡛ Ꮫ ࢇ ࡔ ᢏ ⾡ ࡸ ᪉ ἲ ࡞ ࡝ ࢆ ᐇ ᆅ ࡲ ࡓ ࡣ ᐇ ≀ ࡟ ࠶ ࡓ ࡗ ࡚ Ꮫ ࡪ ࡇ ࡜ ࠋ Ꮫ ⏕ ࡀ ᐇ 㝿 ࡟ ⾜
ື ࡍ ࡿ ࡇ ࡜ ࡟ ࡼ ࡗ ࡚ ⌮ ゎ ࢆ ῝ ࡵ ࡿ ࡜ ྠ ᫬ ࡟ ࠊ ែ ᗘ 㠃 ࡢ ྥ ୖ ࡀ ᮇ ᚅ ࡉ ࢀ ࡿ ࠋ
ᐇ ᢏ
ᢏ ⾡ ࡸ ₇ ᢏ ࡞ ࡝ ࢆ ᐇ 㝿 ࡟ ⾜ ࠺ ࡇ ࡜ ࠋ ▱ ㆑ ࡸ ᢏ ⾡ ࡟ ᑐ ࡍ ࡿ ᐇ 㝿 ⓗ ࡞ ⌮ ゎ ࢆ ῝ ࡵ ࡿ ࡜ ྠ ᫬ ࡟ ࠊ
ែ ᗘ 㠃 ࡢ ྥ ୖ ࡀ ᮇ ᚅ ࡉ ࢀ ࡿ ࠋ
༢ ࡟ ⱥ ㄒ ࡛ ㅮ ⩏ ࡍ ࡿ ࡢ ࡛ ࡣ ࡞ ࡃ Ꮫ ⏕ ࡜ ᩍ ဨ ࡀ ⱥ ㄒ ࡛ ㉁ ␲ ᛂ ⟅ ࡋ ࡓ ࡾ Ꮫ ⏕ 㐩 ࡀ ㅮ ⩏ ࡛ ಟ
⣙   ྡ ࡜ ࠸ ࠺ ཷ ㅮ ⪅ ᩘ ࢆ ⪃ ࠼ ࡓ ᤵ ᴗ タ ィ ࡀ ᚲ せ ࡛ ࡍ ࠋ ༢ ࡟ ㅮ ⩏ ࢆ ⱥ ㄒ ࡛
⾜ ࡓ ࡾ ὒ ᭩ ⱥ ᩥ ࢟ ࢺ ࢆ ㄞ 㐍 ࡵ ࡔ ࡅ ᤵ ᴗ ࢡ ࣈ
୺ 㢟 ᥈ ✲ ᆺ ⛉ ┠ ࡣ ⣙   ྡ ࡢ ཷ ㅮ ⪅ ࢆ ᝿ ᐃ ࡋ ࡚ ࠸ ࡲ ࡍ ࠋ   ྡ ࡛ ᐇ ᪋ ྍ ⬟ ࡞
ෆ ᐜ ࡜ ࡋ ࠊ ≉ ู ࡢ ண ⟬ ࡸ ከ ᩘ ࡢ 7 $ 㓄 ⨨ ࢆ ๓ ᥦ ࡜ ࡍ ࡿ ᤵ ᴗ ィ ⏬ ࡣ ❧ ࡚ ࡞ ࠸
ࡼ ࠺ ࡟ ࡋ ࡚ ࡃ ࡔ ࡉ ࠸ ࠋ ࡲ ࡓ ࠊ  ༢ ఩ ࡢ ᤵ ᴗ ࡛ ࡍ ࡢ ࡛ 㸪 ᐇ ⩦ ⓗ ࡞ ά ື ࡣ ᤵ
ᴗ ᫬ 㛫 ࡢ ࡈ ࡃ ୍ 㒊 ࡟ ࡜ ࡝ ࡵ ࡚ ࡃ ࡔ ࡉ ࠸ ࠋ
䛣 䛾 㒊 ศ  
ᖹ ᡂ 2 5 ᖺ ᗘ 䛾 ᤵ ᴗ ❧ ᱌ 䛾 䛯
䜑 䛻 䠈 䠓 ᭶ 䛻 ᤵ ᴗ ᱌ 䛾 ᥦ ฟ 䜢
ồ 䜑 䜛  
஦ ๓ 䛻 ඹ ㏻ ᩍ ⫱ ௻ ⏬ ᑓ 㛛 㒊
఍ 䛾 䝯 䞁 䝞 䞊 䛷 䠈 ᤵ ᴗ ᱌ 䝰 䝕
䝹 䜢 స ᡂ 䛧 䛶 ♧ 䛩 䠄 ྑ 䛿 ⚾ 䛾
స ᡂ 䛧 䛯 䜒 䛾 䠅  
సᡂ䛧䛯㝿䛾ឤ᝿ 
ᚑ ᮶ 䜒 䜰 䜽 䝔 䜱 䝤 䞉 䝷 䞊 䝙 䞁 䜾
䠄 ⬟ ື ⓗ Ꮫ ⩦ ⪅ 䛾 ⫱ ᡂ 䠅 䜢 䛒 䜛
⛬ ᗘ 䛿 ព ㆑ 䛧 䛶 䛝 䛯 䛴 䜒 䜚 䛰 䛜 䠈
ᩘ ᅇ 䛿 Ꮫ ⏕ 䛻 ୺ య ⓗ 䞉 ⬟ ື ⓗ
Ꮫ ⩦ 䛾 ᶵ ఍ 䜢 ಖ ド 䛧 䜘 䛖 䛸 䛩 䜛
䛸 䠈 ᩍ 䛘 䜛 ෆ ᐜ 䜢 ኱ ᖜ 䛻 ⤠ 䜙 䛺
䛔 䛸 㞴 䛧 䛔 ї Ꮫ ⩦ 䛻 ᑐ 䛩 䜛 ⪃ 䛘
᪉ 䜢 ኚ 䛘 䛺 䛔 䛸 䛔 䛡 䛺 䛔  
䠓 ᭶ 䛾 ⤊ 䜟 䜚 㡭 䛻 䠄 ᫖ ᖺ ᗘ 䛿 ༙ ᭶ ⛬ ᗘ ౛ ᖺ 䜘 䜚 㐜 䛔 㐍 ⾜ 䠅 䠈 ᥦ
ฟ 䛥 䜜 䛯 ᤵ ᴗ ᱌ 䛾 Ⅼ ᳨ 䜢 ⾜ 䛳 䛯  
୍ ゝ 䛷 ゝ 䛘 䜀 䠈 ᝺ ᠋ 䛯 䜛 䜒 䛾  
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䛛 䛳 䛯  
 䠄 ௻ ⏬ ᑓ 㛛 㒊 ఍ 䛷 䛿 䠈 䛣 䜜 䜢 ಙ 䛨 䛶 䛿 䛔 䛡 䛺 䛔 䛸 䛔 䛖 ぢ ゎ 䛺 䛾 䛷 ᩘ ್ 䛿 ฟ 䛧 䜎 䛫 䜣 䠅  
1 1 6
୰ 㛫 䜰 䞁 䜿 䞊 䝖 䛷 䠄 ⚾ 䛜 䠅 Ẽ 䛻 䛺 䛳 䛯 Ⅼ  
䞉 䜰 䞁 䜿 䞊 䝖 䛷 ぢ 䜛 ᤵ ᴗ ᫬ 㛫 እ Ꮫ ⩦ 䛾 ᫬ 㛫 䛾 ᖹ ᆒ 䛜 䠈 ୺ 㢟 ᥈ ✲
ᆺ ⛉ ┠ 䛜 䠄 ᑡ 䛧 䛷 䛿 䛒 䜛 䛜 䠅 ௚ 䛾 ⛉ ┠ 䜘 䜚 䜒 ▷ 䛔  
䞉 䇾 ㄪ 䜉 Ꮫ ⩦ 䇿 䜢 ୰ ᚰ 䛻 䛧 䛶 䛔 䜛 䠄 䜙 䛧 䛔 䠅 ⛉ ┠ 䛷 䠈 ᤵ ᴗ ᫬ 㛫 እ Ꮫ
⩦ 䛾 ᫬ 㛫 䛜 䠎 ᫬ 㛫 䜢 ㉺ 䛘 䜛 䛸 䛔 䛖 Ꮫ ⏕ 䛜 䛔 䜛 ୍ ᪉ 䛷 䜋 䛸 䜣 䛹 䛧
䛶 䛔 䛺 䛔 䛸 ⟅ 䛘 䛶 䛔 䜛 Ꮫ ⏕ 䜒 䛚 䜚 䠈 䜀 䜙 䛴 䛝 䛜 ኱ 䛝 䛔 㻌 䛆 ୍ 㒊 䛾
Ꮫ ⏕ 䛧 䛛 Ꮫ ⩦ 䛻 䛴 䛺 䛜 䜛 ά ື 䜢 䛧 䛶 䛔 䛺 䛔 䠛 䛇  
䞉 ⮬ ⏤ ព ぢ 䛷 䠈 䇾 ๓ ༙ 䛿 ㅮ ⩏ 䛸 䛺 䛳 䛶 䛔 䜛 䛾 䛷 ௙ ᪉ 䛜 䛺 䛔 䛾 䛰 䜝
䛖 䛜 䠈 䜒 䛳 䛸 ⮬ ୺ ⓗ 䛺 Ꮫ ⩦ 䛜 䛧 䛯 䛛 䛳 䛯 䇿 䛸 䛔 䛖 䜒 䛾 䛜 ぢ 䜙 䜜 䜛 㻌
䛆 ⮬ ୺ ⓗ 䛺 Ꮫ ⩦ 䛿 䠈 ⮬ ศ 䛷 䛩 䜛 䜒 䛾 䛷 䛿 䠛 䛇  
䛂 ⮬ ୺ ⓗ 䛺 Ꮫ ⩦  䠙  Ⓨ ⾲ 䠈 䜾 䝹 䞊 䝥 䝽 䞊 䜽 ➼ 䛃 䛷 䛒 䛳 䛶 䠈 Ꮫ ⩦ ෆ ᐜ 䛻
⯆ ࿡ 䜢 ᣢ 䛳 䛶 䠈 ✚ ᴟ ⓗ 䛻 ㅮ ⩏ 䛻 ⮫ 䜏 䠄 ᤵ ᴗ ᫬ 㛫 እ Ꮫ ⩦ 䜒 ྵ 䜑 䠅 Ꮫ
䜃 䜢 ῝ 䜑 䜘 䛖 䛸 䛩 䜛 ጼ ໃ 䜢 ᣢ 䛴 䛣 䛸 䛻 䛿 䠈 䜰 䜽 䝔 䜱 䝤 䞉 䝷 䞊 䝙 䞁 䜾 䛸
䛔 䛖 ゝ ⴥ 䛜 ⤖ 䜃 䛴 䛔 䛶 䛔 䛺 䛔 䠄 䠍 䠈 䠎 ᅇ ⏕ 䛷 䛿 ௙ ᪉ 䛜 䛺 䛔 䛣 䛸 䛰 䛜 䠅  
୰ 㛫 䜰 䞁 䜿 䞊 䝖 䛾 ⤖ ᯝ 䛿 䠈 䛭 䛾 ཯ ᫎ 䛷 䛧 䛛 䛺 䛔  
ᑟ ධ ึ ᮇ 䛿 ௙ ᪉ 䛜 䛺 䛔 䛸 ᛮ 䛳 䛶 䛔 䜛 䛜 䠈 䛂 䜰 䜽 䝔 䜱 䝤 䞉 䝷 䞊 䝙 䞁
䜾 䛃 䛜 ᙧ ᘧ ඛ ⾜ 䛷 ጞ 䜎 䛳 䛯 䛸 䛣 䜝 䠄 䛭 䛾 䛯 䜑 䛛 䠈 ୍ 㒊 䛰 䛜 ᩍ 㣴
ᩍ ⫱ 䛸 䛧 䛶 ၥ 㢟 䛜 䛒 䜛 䜒 䛾 䛜 ቑ 䛘 䛯 䛸 䛔 䛖 䠈 ෆ ᐜ 㠃 䛷 䛿 ᚋ ㏥
䛩 䜙 䛧 䛶 䛔 䜛 䠅 䜢 䛹 䛖 䛩 䜛 䛛 䛜 䠈 ඹ ㏻ ᩍ ⫱ 䛻 䛚 䛡 䜛 ᭱ ኱ 䛾 ㄢ 㢟
䛻 䛺 䛳 䛶 䛔 䜛 䚹  
ᩍ ဨ 䛾 ព ㆑ 䜒 ྵ 䜑 䠈 䜰 䜽 䝔 䜱 䝤 䞉 䝷 䞊 䝙 䞁 䜾 䛻 䛴 䛔 䛶 䛾 ඹ ㏻ ⌮
ゎ 䛜 䛷 䛝 䛶 䛔 䛺 䛔 䛯 䜑 䠈 ᳨ ド 䜢 䛹 䛾 䜘 䛖 䛻 䛧 䛶 ᨵ ၿ 䛻 ⤖ 䜃 䛴
䛡 䛶 ⾜ 䛟 䛛 䜢 ㆟ ㄽ 䛧 䛶 䛔 䜛 䛸 䛣 䜝 䠈 䛸 䛔 䛖 䛾 䛜 ⌧ ≧ 䛷 䛒 䜛 䚹  
䜎 䛰 ጞ 䜎 䛳 䛯 䛸 䛣 䜝 䛺 䛾 䛷 ᚎ 䚻 䛻 ᨵ ၿ 䠈 䛸 䛔 䛖 ᪉ 㔪 䛰 䛜 䠈 ୙ 㐺
ษ 䛺 ෆ ᐜ 䛻 䛴 䛺 䛜 䛳 䛶 䛔 䜛 ᡭ ἲ 䜢 䠈 Ⓩ 㘓 䛛 䜙 ๐ 㝖 䛧 䛶 䛿 䛹 䛖
䛛 䛸 䛔 䛖 ヰ 䜒 䛧 䛶 䛔 䜛 䚹 䠄 ͤ 䛭 䛾 ᡭ ἲ ⮬ య 䜢 ᤼ 㝖 䛩 䜛 䛸 䛔 䛖 ព ࿡ 䛷
䛿 䛺 䛔 䠅  
ͤ ಶ ே ⓗ 䛻 ᛮ 䛳 䛶 䛔 䜛 䛣 䛸 䜢 ཧ ⪃ ㈨ ᩱ 䛻  
䛺 䛚 䠈 䜒 䛖 ୍ ᪉ 䛾 Ꮫ ၥ ศ 㔝 ู ⛉ ┠ 䛻 䛴 䛔 䛶 䜒 䠈 ၥ 㢟 䛜 ከ 䛔 䚹
ᩍ 㣴 ⛉ ┠ 䜢 䛂 ୺ 㢟 ᆺ 䛃 䛻 ኚ ᭦ 䛧 䛶 䠍 䠌 ᩘ ᖺ 䛰 䛜 䠈 䛂 䖃 䖃 Ꮫ 䛃 䛸 䛔 䛖
䜒 䛾 䛜 ᮏ ᙜ 䛿 ᚲ せ 䛷 䛿 䛺 䛔 䛛 䠈 䛸 䛔 䛖 ព ぢ 䛜 ᖖ 䛻 Ꮡ ᅾ 䛧 䛶 䛔
䛯 䛸 䛔 䛖 ༳ ㇟ 䛷 䛒 䜛 䚹 䛭 䜜 䜒 䛒 䛳 䛶 ௒ ᅇ 䛾 ᨵ 㠉 䛷 Ꮫ ၥ ศ 㔝 ู
⛉ ┠ 䛸 䛔 䛖 䜒 䛾 䜢 ⨨ 䛔 䛯 䛜 䠈 ᤵ ᴗ ᱌ 䜢 ぢ 䜛 㝈 䜚 䛷 䛿 䠈 ⚾ 䛯 䛱 䛜
⪃ 䛘 䛯 ᙧ 䛷 䛾 ᤵ ᴗ 䠄 䛄 ྛ Ꮫ ၥ ศ 㔝 䜢 ಠ ▔ 䛧 䠈 䛭 䛾 ศ 㔝 䛾 ᇶ ᮏ
ⓗ 䛺 䜒 䛾 䛾 ぢ ᪉ 䞉 ᪉ ἲ ㄽ 䞉 ▱ ㆑ 䜢 Ꮫ ⏕ 䛻 ఏ 䛘 䜛 ⛉ ┠ 䛅 䠅 䜢 䛷 䛝 䜛
ᩍ ဨ 䛿 ከ 䛟 䛺 䛔 䜘 䛖 䛻 ぢ 䛘 䛶 䛧 䜎 䛖 䚹  
䛭 䛾 ศ 㔝 䛾 ⪃ 䛘 ᪉ 䠈 ど Ⅼ 䛸 䛿 䠈 䛹 䛾 䜘 䛖 䛺 ≉ ᚩ 䛜 䛒 䜛 䛾 䛛 䠈 䜎
䛯 䛭 䛾 䛣 䛸 䛷 䠈 䛹 䛾 䜘 䛖 䛺 䜒 䛾 䛾 ぢ ᪉ 䛜 䛷 䛝 䜛 䜘 䛖 䛻 䛺 䜛 䠄 ど Ⅼ
䜢 ᗈ 䛢 䜙 䜜 䜛 䠅 䛾 䛛 䠈 䜢 ᑡ 䛧 䛷 䜒 ㄒ 䛳 䛶 ḧ 䛧 䛔 䛾 䛰 䛜 䠈 ⮬ ศ 䛾
◊ ✲ 䛾 ⤂ ௓ 䜔 䠈 䛭 䛾 䠄 䛤 䛟 ⊃ 䛔 㡿 ᇦ 䛾 䠅 ᇶ ♏ 䛸 䛺 䜛 䛣 䛸 䛧 䛛 ᢅ 䛚
䛖 䛸 䛧 䛺 䛔 ᤵ ᴗ ᱌ 䛜 ኱ ༙ 䛻 䛺 䛳 䛶 䛔 䜛 䚹  
䠎 䠊 䇾 䜰 䜽 䝔 䜱 䝤 䞉 䝷 䞊 䝙 䞁 䜾 䇿 䛸  
ᩍ ဨ 㣴 ᡂ 䛻 䛚 䛡 䜛 ᩍ ⫱ ᨵ 㠉  
䖩  䠍 䠌 ᖺ ᙅ ⥆ 䛡 䛶 䛔 䜛 ᤵ ᴗ ᫬ 㛫 እ Ꮫ ⩦ 䛾 ㄢ 㢟  
ẖ ᖺ ᗘ ᚲ 䛪 䛣 䛾 ㄢ 㢟 䜢 ฟ 䛧 䛶 䛔 䜛 䛾 䛿 䠈 ๓ ᮇ 䠍 ⛉ ┠ 䠄 䠐 䠌 䡚 䠑 䠌
ྡ 䠅 䛸 ᚋ ᮇ 䠍 ⛉ ┠ 䠄 䠒 䠌 ྡ ⛬ ᗘ 䠅 䚹 ẖ 㐌 䛾 ᤵ ᴗ ෆ ᐜ 䛻 䛴 䛔 䛶 䠈 䜎 䛸
䜑 ┤ 䛧 䛶 ḟ 䛾 㐌 䛻 ᥦ ฟ 䛥 䛫 䜛 䚹 ᭩ 䛝 ᪉ 䛸 䛧 䛶 䛿 䛂 ᩥ ❶ 䛷 ᭩ 䛟 䛣 䛸 䛃 䠈
䜎 䛯 ༑ ศ 䛻 ⌮ ゎ 䛷 䛝 䛺 䛛 䛳 䛯 㒊 ศ 䛿 ᭩ ⡠ ➼ 䛷 ㄪ 䜉 䛶 ⿵ 䛖 䛣 䛸 䚹  
⚾ 䛾 ྲྀ 䜚 ⤌ 䜏 ౛ 䛛 䜙  
ᤵ ᴗ 䛾 ෆ ᐜ 䜢 ⌮ ゎ 䛷 䛝 䛶 䛔 䛺 䛔 ሙ ྜ 䛿 䠈 ᩥ ❶ 䛷 ᭩ 䛔 䛯 ሙ ྜ 䛻
᥋ ⥆ モ 䛷 䛖 䜎 䛟 䛴 䛺 䛠 䛣 䛸 䛜 䛷 䛝 䛺 䛔 䛯 䜑 䠈 ⌮ ゎ 䛷 䛝 䛶 䛔 䜛 䛛 䛹
䛖 䛛 䛜 ᫂ ☜ 䛻 䛺 䜛 䚹 䛣 䜜 䜢 ḟ 䛾 㐌 䜎 䛷 䛻 ῧ ๐ 䛧 䛶 䠄 ኱ ༙ 䛿 ┿ 䛳
㉥ 䛻 䛺 䜛 䠅 䠝 䠈 䠞 䠈 䠟 䛾 ホ ౯ 䜢 䛴 䛡 䛶 ㏉ 䛩 䛜 䠈 ኱ ༙ 䛾 Ꮫ ⏕ 䛿 䛚 ஫
䛔 䛻 ホ ౯ 䜢 ぢ 䛫 ྜ 䛳 䛶 䠈 Ⰻ 䛔 ព ࿡ 䛷 ➇ 䛔 ྜ 䛳 䛶 䛔 䜛 䚹  
䛣 䛾 ྲྀ 䜚 ⤌ 䜏 䛿 䛂 A L ゎ ㄝ ᩥ 䛃 䛷 ゝ 䛘 䜀 䇾 ཮ ᪉ ᆺ ᇳ ➹ ₇ ⩦ 䇿 䛸 䛺
䜛 䛰 䜝 䛖 䛧 䠈 䇾 ᣺ 䜚 ㏉ 䜚 䇿 䛾 せ ⣲ 䜒 ྵ 䜐 䛸 ᛮ 䜟 䜜 䜛 䚹 䛯 䛰 䛣 䜜 䜢 ጞ
䜑 䛯 䛾 䛿 䛂 ᤵ ᴗ ᫬ 㛫 እ Ꮫ ⩦ 䛃 䜢 䛹 䛖 䛩 䜛 䛾 䛜 Ⰻ 䛔 䛛 䠈 䛸 䛔 䛖 䛣 䛸
䜈 䛾 ᑐ ᛂ ⟇ 䛷 䛒 䛳 䛯 䚹 䖃 䖃 䛻 䛴 䛔 䛶 ㄪ 䜉 䛺 䛥 䛔 䠈 䛸 䛩 䜛 䛸 䠈 ព
࿡ 䛜 ศ 䛛 䜙 䛺 䛟 䛶 䜒 䝛 䝑 䝖 䛾 ᝟ ሗ 䜢 ෗ 䛧 䛶 ⤊ 䜟 䜚 䠈 䛸 䛺 䜚 䛜 䛱
䛰 䛳 䛯 䛯 䜑 䠈 䛭 䛖 䛺 䜙 䛺 䛔 ㄢ 㢟 䜢 ᶍ ⣴ 䛧 䛯 ⤖ ᯝ 䛷 䛒 䜛 䚹 ᥦ ฟ 䛥
䜜 䛯 䜒 䛾 䛾 䝏 䜵 䝑 䜽 䛿 ኱ ኚ 䛰 䛜 䠈 ኱ ༙ 䛾 Ꮫ ⏕ 䛜 㛫 㐪 䛳 䛶 䛔 䜛
㒊 ศ 䛿 ᤵ ᴗ ⪅ 䛾 ఏ 䛘 ᪉ 䛾 ၥ 㢟 䛷 䛒 䜚 䠄 䛭 䛾 ሙ ྜ 䛿 ホ ౯ 䛾 䝬 䜲
䝘 䝇 䛻 䛿 ౑ 䜟 䛺 䛔 䠅 䠈 ⚾ ⮬ ㌟ 䛾 ཯ ┬ 䛻 䛴 䛺 䛢 䜛 䛣 䛸 䜒 䛷 䛝 䜛 䚹  
᫬ 䚻 䛰 䛜 䠈 ᤵ ᴗ 䛾 ᭱ ึ 䛻 䛂 ௒ ᅇ 䠈 Ẽ 䛻 䛺 䛳 䛯 䝺 䝫 䞊 䝖 䛾 㛫 㐪 䛔
䛻 䛴 䛔 䛶 䛃 䛸 䛧 䛶 㔜 せ 䛺 Ⅼ 䛷 䠎 䠈 䠏 ๭ 䛾 Ꮫ ⏕ 䛜 㛫 㐪 䛘 䛯 Ⅼ 䜢 ⡆
༢ 䛻 ㄝ ᫂ 䛧 䠈 䛂 ṧ ᛕ 䛺 䛜 䜙 䛣 䛣 䜢 㛫 㐪 䛘 䛯 ே 䛿 ホ ౯ 䛜 ప 䛟 䛺 䛳
䛶 䛔 䜎 䛩 䛃 䛸 ヰ 䛩 䛸 䠈 䛂 䛧 䜎 䛳 䛯 䛃 䛸 䛔 䛖 㢦 䜢 䛩 䜛 Ꮫ ⏕ 䛜 䛔 䛶 䠈 ㏉
༷ ᫬ 䛻 䠄 ୍ ே 䜂 䛸 䜚 䛻 ㏉ 䛩 䠅 䛒 䛒 䜔 䛿 䜚 䠈 䛸 ཷ 䛡 ྲྀ 䛳 䛶 ⾜ 䛟 䠄 ㍍
䛟 ኌ 䜢 䛛 䛡 䜛 䛣 䛸 䜒 䛒 䜛 䠅 䚹  䛱䜗䛳䛸䛧䛯䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛻䜒䛺䜛 
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䖩  ᶆ ᮏ 㢮 䛾 ά ⏝ 䠄 ᒾ ▼ 䜔 ໬ ▼ 㛵 ಀ 䛾 ෆ ᐜ ᅇ 䠅  
㔝 እ ᐇ ⩦ ᫬ 䛻 ᥇ 㞟 䛧 䛯 ᒾ ▼ 㢮 䠄 ୍ 㒊 䛿 ໬ ▼ 䜒 䠅 䜔 ㊃ ࿡ 䛷 ㉎ ධ
䛧 䛯 ໬ ▼ 䛺 䛹 䜢 ฼ ⏝ 䛩 䜛 䚹 ኱ 䛝 䛥 䛰 䛡 䛷 䛿 䛺 䛟 䠈 ㉁ ឤ 䜔 㔜 䛥 䜢
ᐇ ឤ 䛩 䜛 䛣 䛸 䛜 㔜 せ 䚹 䜎 䛯 ◁ 䛿 ኱ 䛝 䛥 2 m m 䡚 1 / 1 6 m m  䛸 䛔 䛖 ゝ
ⴥ 䛷 䛾 ᐃ ⩏ 䛜 䠈 ᐇ ≀ 䜢 ゐ 䛳 䛯 ᫬ 䛾 ឤ ゐ 䜔 ぢ 䛛 䛡 䛸 䛹 䛾 䜘 䛖 䛻
䛴 䛺 䛜 䜛 䛛 䜢 䠈 䜾 䝹 䞊 䝥 䛷 ほ ᐹ 䛧 䛺 䛜 䜙 ᒾ ▼ ྡ 䜢 ᙜ 䛶 䜛 䠈 䛺 䛹
䜢 ㏻ 䛧 䛶 య 㦂 ⓗ 䛻 䜒 Ꮫ 䜆 䚹  
ᑠ Ꮫ ᰯ 䛾 ⌮ ⛉ 䛷 ᢅ 䛖 ⮬ ↛ ⌧ ㇟ 䛻 㛵 㐃 䛧 䛯 ᛂ ⏝ ၥ 㢟 䜢 䜾 䝹 䞊
䝥 䛷 ⪃ 䛘 䛥 䛫 䜛 䠄 䠍 䠌 ศ ⛬ ᗘ 䠅 䞉 䞉 䞉 ⌮ ⛉ 䛜 ⱞ ᡭ 䛺 Ꮫ ⏕ 䜒 ከ 䛟 䛔
䜛 ᤵ ᴗ 䛾 䛯 䜑 䠈 㐺 ᗘ 䛺 䝺 䝧 䝹 䛾 ၥ 㢟 䜢 ⏝ ព 䛩 䜛 䛾 䛜 㞴 䛧 䛟 䠈
ከ 䛟 䛾 䜾 䝹 䞊 䝥 䛷 ᩍ 䛘 ྜ 䛔 䛻 䛺 䜙 䛺 䛛 䛳 䛯 䠄 ▱ ㆑ 䛜 ᚲ せ 䛺 ၥ
㢟 䛿 ಶ ே ᕪ 䛜 ኱ 䛝 䛟 䠈 䜾 䝹 䞊 䝥 䛻 䜘 䛳 䛶 䛿 ඲ య 䛜 ᛮ ⪃ ೵ Ṇ
䛻 䛺 䜛 䠅 䚹  
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䛺 䛹 䠈 䠍 䡚 䠏 ᅇ ヨ 䜏 䛶 䠈 ୰ ᩿ 䛧 䛯 ྲྀ 䜚 ⤌ 䜏 䜒 䛒 䜛  
䜾 䝹 䞊 䝥 䛷 䛾 ㄢ 㢟 ゎ Ỵ 䛾 ά ື 䜢 ㅉ 䜑 䛯 ヂ 䛷 䛿 䛺 䛟 䠈 ௒ ᖺ ᗘ 䛻
䛿 ᪂ 䛧 䛔 ヨ 䜏 䜢 ጞ 䜑 䛯 䛾 䛷 䠈 䛭 䜜 䜢 䛣 䛣 䛷 ⤂ ௓ 䛩 䜛 䚹  
ͤ 䛣 䜜 䛛 䜙 䛚 ┠ 䛻 䛛 䛡 䜛 䝇 䝷 䜲 䝗 䛿 䠈 ᤵ ᴗ 䛷 䛧 䛯 䜒 䛾 䜢 ᑡ 䛧 ᨵ
ၿ 䛧 䛶 7 ᭶ ୰ ᪪ 䛻 ᩍ ဨ ච チ ᭦ ᪂ ㅮ ⩦ 䛷 ᐇ ᪋ 䛧 䛯 䜒 䛾 䛾 䠈 ⡆ ␎
∧ 䛷 䛩  
໬ ▼ 䛻 䛴 䛔 䛶  
໬ ▼ 䛸 䛿 䠈 㐣 ཤ 䛾 ⏕ ≀ 䛾 ド ᣐ 䛷 䛩 䠄 య 䠈 ㊊ ㊧ 䠈 ⣅ 䠈 ᕢ ✰ 䛺 䛹 䠅 䚹  
໬ ▼ 䛿 ᆅ ⌫ 䛾 Ṕ ྐ 䜢 ㄒ 䜛 㔜 せ 䛺 䇾 ド ே 䇿  
䖂 ᫬ ௦ 䜢 ▱ 䜛  
㻌 ໬ ▼ 䜢 ぢ 䜛 䛸 䠈 ௒ 䛾 ⏕ ≀ 䛾 ጼ 䛸 䛿 ከ 䛛 䜜 ᑡ 䛺 䛛 䜜 ␗ 䛺 䛳 䛶
䛔 䜛 䜒 䛾 䛜 䜋 䛸 䜣 䛹 䛷 䛩 䚹 䛣 䛾 䛣 䛸 䛛 䜙 䠈 ⏕ ≀ 䛾 ጼ 䞉 ᙧ 䛜 ᫬ 㛫
䛸 䛸 䜒 䛻 ኚ ໬ 䛧 䛶 䛔 䜛 䛣 䛸 䛜 ศ 䛛 䜚 䜎 䛩 䚹 䛭 䛾 䛯 䜑 䠈 ≉ ᚩ ⓗ 䛺
ᙧ 䜢 ᣢ 䛴 ໬ ▼ 䛜 ฟ 䜛 䛸 䠈 䛭 䛾 ໬ ▼ 䜢 ྵ 䜐 ᆅ ᒙ 䛾 ᫬ ௦ 䛜 ≉ ᐃ
䛷 䛝 䜛 䛣 䛸 䛻 䛺 䜚 䜎 䛩 䚹  
ᇶ ᮏ ⓗ ▱ ㆑ 䛾 ☜ ㄆ  
䛸 䛿 ゝ 䛖 䜒 䛾 䛾  
䛹 䛾 䜘 䛖 䛺 ᙧ 䛾 ໬ ▼ 䛜 ฟ 䛯 䜙 ྂ 䛔 ᫬ ௦ 䠈 䛣 䛾 ᙧ 䛺 䜙 ᪂ 䛧
䛔 ᫬ ௦ 䠈 䛸 䛔 䛖 䛾 䛿 䛺 䛬 ศ 䛛 䜛 䛾 䛷 䛧 䜗 䛖 䠛  
♧ ‽ ໬ ▼  䛷 䜒 䠈 ໬ ▼ ⮬ య 䛻 ᫬ ௦ 䛿 ᭩ 䛛 䜜 䛶 䛔 䛺 䛔 䛷 䛩 䛽  
᪂  
ྂ  
ᆅ ᒙ 䛾  ✚䜏㔜䛺䜚 䛾 ୰ 䛷 䛿 䠈 ୖ 䛾
ᒙ 䜋 䛹 ᪂ 䛧 䛔 䛣 䛸 䛻 䛺 䜚 䜎 䛩  
䛷 䛩 䛛 䜙 ୖ 䛾 ᒙ 䛛 䜙 ぢ 䛴 䛛 䜛 䖃 䛾
໬ ▼ 䛿 䠈 ୗ 䛾 ᒙ 䛛 䜙 䛧 䛛 ぢ 䛴 䛛 䜙
䛺 䛔 䕦 䛾 ໬ ▼ 䜘 䜚 䜒 ᪂ 䛧 䛔 䛣 䛸 䛻 䛺
䜚 䜎 䛩  
ၥ 䛔 䠄 ᮏ ㉁ 䛻 㛵 䜟 䜛 ၥ 䛔 䠅  
ู 䛾 ሙ ᡤ 䛻 ぢ 䜙 䜜 䜛 ᆅ ᒙ 䛾 ㄪ ᰝ 䛷 䠈
䖃 䛜 ぢ 䛴 䛛 䜛 ᆅ ᒙ 䜘 䜚 䜒 ୖ 䛾 ᆅ ᒙ 䛛 䜙
䕔 䛾 ໬ ▼ 䛜 ぢ 䛴 䛛 䜛 䠈 䛸 䛺 䜜 䜀 䠈  
໬ ▼ ⏕ ≀ 䖃 䕦 䕔 䛿 䠈  
䕦 䛜 ᭱ 䜒 ྂ 䛔 ᫬ ௦  
䕔 䛜 ᭱ 䜒 ᪂ 䛧 䛔 ᫬ ௦  
䠄 䖃 䛿 䛭 䛾 㛫 䛾 ᫬ ௦ 䠅  
䛻 ⏕ 䛝 䛶 䛔 䛯 䛸 䛔 䛖 䠈  
 
໬ ▼ 䛸 䛺 䛳 䛯 ⏕ ≀ 䛾 㡰 ᗎ 䠄 ᪂ ᪧ 䠅 䛜 ศ
䛛 䜚 䜎 䛩 䚹  
໬ ▼ 䛭 䛾 䜒 䛾 䛜 ♧ 䛩 䛾 䛿 䛂 ྠ ᫬ ᛶ 䛃 䛷 䛩 䚹 Ⰽ 䚻 䛺 ᆅ ᇦ 䛷 䛾
ᆅ ᒙ 䛾 ✚ 䜏 㔜 䛺 䜚 䠄 ᪂ ᪧ 䛾 ᡭ 䛜 䛛 䜚 䠅 䛸 ⤌ 䜏 ྜ 䜟 䛫 䜛 䛣 䛸
䛷 䠈 ໬ ▼ 䛷 䇾 ᖺ ௦ 䇿 䜢 ▱ 䜛 䛣 䛸 䛜 䛷 䛝 䜛 䜘 䛖 䛻 䛺 䜚 䜎 䛧 䛯 䚹  
䛷 䛿 䠈 ᐇ 㝿 䛻 ໬ ▼ 䛾 ᪂ ᪧ 䜢 Ỵ 䜑 䛶 䜏 䜎 䛧 䜗 䛖  
䛣 䛾 ໬ ▼ 䜢
ᖺ ௦ 㡰 䛻
୪ 䜉 䛶 䜏 䜎
䛧 䜗 䛖  
䛸 䛔 䛖 స ᴗ 䜢
䛧 䜎 䛧 䛯  
1 1 8
ศ 䛛 䜛 ே 䛻 䛿 ศ 䛛 䛳 䛶 䛧 䜎 䛖 䜘 䛖 䛺 Ẽ 䜒 䛧 䜎 䛩 䛜  
኱ ༙ 䛾 ே 䛻 䛸 䛳 䛶 䛿 㞴 䛧 䛔 䠄 䛰 䜝 䛖 䠅 䛸 䛔 䛖 䛣 䛸 䛷 䠈 ໬ ▼ 䛾 㡰
ᗎ 䠄 ᪂ ᪧ 䠅 䜢 Ỵ 䜑 䜛 స ᴗ 䜢 䛧 䜎 䛧 䜗 䛖  
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䜎 䛪 䠈 䜾 䝹 䞊 䝥 䛻 ศ 䛛 䜜 䛶 䛟 䛰 䛥 䛔  
䛭 䜜 䛮 䜜 䛜 䠈 ู 䚻 䛾 ᆅ ᇦ 䜢 ㄪ 䜉 䜛 ໬ ▼ ◊ ✲ 䝏 䞊 䝮 䛷 䛩  
㻌 ୗ 㻌 ୗ 㻌 ୗ 㻌 ୗ
ᆅ 䚷 Ⅼ 䚷 䠍 ᆅ 䚷 Ⅼ 䚷 䠎 ᆅ 䚷 Ⅼ 䚷 䠏 ᆅ 䚷 Ⅼ 䚷 䠐
㻌 ୖ 㻌 ୖ 㻌 ୖ 㻌 ୖ
ୡ ⏺ ྛ ᆅ 䠄 䠛 䠅 䛷 ᆅ ᒙ 䜢 ㄪ 䜉 䠈 ໬ ▼ 䜢 ᥈ 䛧 䜎 䛩 䚹  
㓄 ᕸ 䛧 䛯 ᅗ 䛿 䠈 䛭 䛾 ᆅ ᇦ 䛷 ぢ 䜙 䜜 䜛 ᆅ ᒙ 䛾 ✚ 䜏 㔜 䛺 䜚 䛷 䛩 䚹 䛭 䛾 ୰ 䛾 㻌 㻌 㻌 㻌
䛻 ὀ ┠ 䛧 䛶 䛟 䛰 䛥 䛔 䚹 䛭 䛣 䛛 䜙 䛿 ໬ ▼ 䛜 ぢ 䛴 䛛 䜚 䛭 䛖 䛷 䛩 䚹 䛺 䛚 䠈 Ἴ ⥺ 䛿 ୙
ᩚ ྜ 䛾 ሙ ᡤ 䛷 䠈 䛭 䛾 ୖ ୗ 䛷 ᫬ 㛫 䛾 䜼 䝱 䝑 䝥 䛜 䛒 䜚 䜎 䛩 䚹  
໬ ▼ 䛜 ฟ 䛭 䛖  䠛  ୙ ᩚ ྜ  
䇾 ໬ ▼ 䛾 ฟ 䛭 䛖 䛺 ᆅ ᒙ 䇿 䛜 ྛ ᆅ Ⅼ 䛻 䠒 ᒙ 䠄 ⦪ ᪉ ྥ 䛻 䠒
䛴 䠅 䛪 䛴 䛒 䜚 䜎 䛩 䚹 ṇ ᘧ 䛻 䛿 ྛ 䝏 䞊 䝮 䛷 ᡭ ศ 䛡 䜢 䛧 䠈
໬ ▼ 䜢 ᥈ 䛧 䜎 䛩 䚹 䛯 䛰 䛧 䠈 ௒ ᅇ 䛿 ண 䜑 ໬ ▼ ྡ 䠄 ྡ ⛠
䜢 䜹 䝍 䜹 䝘 䛾 䜰 䠈 䜲 䠈 䞉 䞉 䞉 䛷 ⾲ 䛩 䠅 䜢 ᭩ 䛔 䛶 䛔 䜎 䛩 䚹
᭩ 䛔 䛶 䛔 䛺 䛔 䛸 䛣 䜝 䛿 䝝 䝈 䝺 䛾 䛸 䛣 䜝 䛷 䛩 䚹 ᮏ ᙜ 䛿
⣬ 䛾 ఱ 䜹 ᡤ 䛛 䛻 䛒 䜛 䜘 䛖 䛻 䠈 䝔 䞊 䝥 䛷 ໬ ▼ 䛾 ෗ ┿ 䜢
䛸 䜑 䛶 䛔 䜎 䛩 䚹 䝔 䞊 䝥 䜢 ๤ 䛜 䛧 䛶 㛤 䛔 䛶 䛟 䛰 䛥 䛔 䚹 䛺
䛚 䠈 䝝 䝈 䝺 䛾 䛸 䛣 䜝 䜢 ᘬ 䛔 䛯 ሙ ྜ 䛿 䠈 㛤 䛟 䛸 䛂 ◚ ∦ ? 䛃
䛸 ᭩ 䛔 䛶 䛔 䜎 䛩 䠄 ௒ ᅇ 䠈 䠎 䛴 䛰 䛡 ΰ 䛨 䛳 䛶 䛔 䜎 䛩 䠅 䚹  
໬ ▼ 䛾 ྡ ๓ 䛾 䜹 䝍 䜹 䝘 䜢 䠈 స ᴗ 䝅 䞊 䝖 䛾 ᢸ ᙜ ᆅ Ⅼ 䛾 ໬ ▼ ḍ 䛻 グ
ධ 䛧 䜎 䛧 䜗 䛖 䚹 䛺 䛚 䠈 ᆅ ᒙ 䛾 ✚ 䜏 㔜 䛺 䜚 䛿 ୖ 䜋 䛹 ᪂ 䛧 䛟 䠈 ୗ 䜋 䛹 ྂ
䛔 䛾 䛷 䠈 ぢ 䛴 䛡 䛯 ᒙ 䛜 䛭 䛾 ᆅ Ⅼ 䛾 ᆅ ᒙ 䛾 ୖ ఩ 䛺 䛾 䛛 ୗ ఩ 䛺 䛾
䛛 䛷 䠈 䠄 䛭 䛣 䛷 ぢ 䜙 䜜 䜛 ᆅ ᒙ 䛾 ᫬ ௦ 䛾 ⠊ ᅖ 䛷 䠅 ໬ ▼ 䛾 ᪂ ᪧ 䛜 ศ
䛛 䜚 䜎 䛩 䚹  
䠍 ᅇ ┠ 䠎 ᅇ ┠ 䠏 ᅇ ┠ 䠐 ᅇ ┠ 䠑 ᅇ ┠ 䠒 ᅇ ┠
◊ ✲ ⤖ ᯝ













ᆅ Ⅼ 䚷 䠍
ᆅ Ⅼ 䚷 䠍 䚷 䛾 ໬ ▼ ᆅ Ⅼ 䚷 䠎 䚷 䛾 ໬ ▼ ᆅ Ⅼ 䚷 䠏 䚷 䛾 ໬ ▼
໬ 㻌 ▼ 㻌 ㄪ 㻌 ᰝ 䚷 䚷 స 㻌 ᴗ 㻌 䝅 㻌 䞊 㻌 䝖
ᆅ Ⅼ 䚷 䠐 䚷 䛾 ໬ ▼
ᆅ 䚷 Ⅼ 䚷 䠍
㻌 ୖ
㻌 ୗ
䛣 䛣 䛾 ᒙ 䛷 ໬ ▼  
䜻 䜢 ぢ 䛴 䛡 䛯 䜙  
ୖ 䛛 䜙 䠎 ␒ ┠
䛾 ᒙ 䛺 䛾 䛷  
䛣 䛣 䛻  
 䜻  䛸 ᭩ 䛟  
䜻  
䛣 䛣 䛾 ᒙ 䛷 ໬ ▼  
䜸 䜢 ぢ 䛴 䛡 䛯 䜙  
䛣 䛣 䛻  
 䜸  䛸 ᭩ 䛟  
䜸  
䛯 䛰 䛧 䜻 䛸 䜸 䛾 ᒙ
䛾 㛫 䛻 䛿 ୙ ᩚ ྜ
䛜 䛒 䜛 䛾 䛷 䠈 䜻 䛸
䜸 䛾 㛫 䛻 ู 䛾 ໬
▼ 䛜 ぢ 䛴 䛛 䜛  
ぢ 䛴 䛛 䜚 䜔 䛩 䛛 䛳 䛯 ໬ ▼ 䛿 㻌 䛹 䜜 䛷 䛩 䛛 䠛  
䛔 䜝 䛔 䜝 䛺 ሙ ᡤ 䛷 ぢ 䛴 䛛 䛳 䛯 ໬ ▼ 䛿 㻌 䛹 䜜 䛷 䛩 䛛 䠛  
ぢ 䛴 䛛 䜚 䜔 䛩 䛛 䛳 䛯 䛸 䛔 䛖 䛣 䛸 䛿 䠈 ໬ ▼ 䛸 䛺 䛳 䛯 䛭 䛾 ⏕ ≀ 䛜 䠈
ᙜ ᫬ 䛿 ከ ᩘ ⏕ ᜥ 䛧 䛶 䛔 䛯 䠄 ⦾ ᰤ 䛧 䛶 䛔 䛯 䠅 䛸 䛔 䛖 䛣 䛸 䛷 䛩 䛽 䚹  
䛔 䜝 䛔 䜝 䛺 ሙ ᡤ 䛷 ぢ 䛴 䛛 䜛 䛸 䠈 ᆅ ᒙ 䛾 ᖺ ௦ 䜢 ẚ 䜉 䜛 䛾 䛻 ౽ ฼
䛷 䛩 䛽 䚹  
≉ ᐃ 䛾 ᫬ ௦ 䠄 ▷ 䛔 ᮇ 㛫 䠅 䜢 ♧ 䛧 䠈 䛯 䛟 䛥 䜣
ぢ 䛴 䛛 䜚 䠈 䛭 䛧 䛶 Ⰽ 䚻 䛺 ሙ ᡤ 䛷 ぢ 䛴 䛛 䜛
໬ ▼ 䛜 䠈 ᆅ ᒙ 䛾 ᖺ ௦ Ỵ ᐃ 䛻 䛿 ᭷ ⏝ 䛷 䛩  
 
༢ 䛻 ♧ ‽ ໬ ▼ 䠈 ♧ ┦ ໬ ▼ 䜢 ▱ ㆑ 㠃 䛰 䛡 䛻 䛸 䜙 䜟 䜜 䛶 ᩍ 䛘 䜛 䛾 䛷 䛿 䛺 䛟 䠈 ౛ 䛘 䜀 ᙜ ᫬ 䛿 ከ ᩘ ⏕ ᜥ 䛧 䛶 䛔 䛯 䠄 ⦾ ᰤ 䛧 䛶 䛔 䛯 䠅 䛸 䛔 䛖 ほ Ⅼ 䛛 䜙 ♧ ‽ ໬ ▼
䜢 ぢ 䜛 䛸 䛔 䛖 ᡭ ἲ 䛻 ⣡ ᚓ 䛧 䜎 䛧 䛯 䚹
ᶵ Ე ⓗ 䛻 ໬ ▼ 䜢 ぬ 䛘 䛥 䛫 䜛 䛾 䛷 䛿 䛺 䛟 䠈 ᆅ ᒙ 䛷 䜘 䛟 ぢ 䜙 䜜 䜛 䠈 ぢ 䜙 䜜 䛺 䛔 䜢 య 㦂 䛥 䛫 䠈 ໬ ▼ 䛾 ✀ 㢮 䜢 ▱ 䜙 䛫 䜛 䛸 䛔 䛖 ⪃ 䛘 䛻 䛩 䛤 䛟 ඹ ឤ 䛥 䛫 䜙 䜜 䜎 䛧
䛯 䚹
䛂 ໬ ▼ 䛾 ྡ ๓ 䜢 ぬ 䛘 䜛 䛾 䛜 ┠ ⓗ 䛷 䛿 䛺 䛔 䛃 䛸 ゝ 䜟 䜜 䛶 䠈 䛂 䛯 䛧 䛛 䛻 䛭 䛖 䛰 䛡 䛹 䠈 ໬ ▼ 䛾 ྡ ๓ 䜢 ぬ 䛘 䛥 䛫 䜛 ௦ 䜟 䜚 䛻 ఱ 䜢 ㌟ 䛻 䛴 䛡 䛥 䛫 䜛 䛾 䚹
໬ ▼ ᥀ 䜚 䛺 䜣 䛶 䛷 䛝 䛺 䛔 䛧 䚹 䛃 䛺 䜣 䛶 䜂 䛽 䛟 䜜 䛯 ᛮ 䛔 䜢 ぢ ஦ 䛻 䜂 䛳 䛟 䜚 ㏉ 䛥 䜜 䜎 䛧 䛯 䚹 䛄 ᆅ ⌫ 䛾 Ṕ ྐ ᥈ ✲ 䝀 䞊 䝮 䛅 䛄 䛚 䜖 䜎 䜛 䛅 䛷 䛾 䝺 䝥 䝸 䜹 స
䜚 䚹 ⏕ ᚐ 䛜 ⇕ ୰ 䛧 䛶 㐟 䜆 ୰ 䛷 Ẽ 䛜 䛴 䛟 䛸 ᆅ ᒙ 䛾 ཎ ⌮ 䠄 ୗ 䜋 䛹 ྂ 䛔 䠅 䠈 ♧ ‽ ໬ ▼ 䛜 䛒 䜛 䛸 ᮏ ᙜ 䛻 ຓ 䛛 䜛 䟿 䠈 ໬ ▼ 䛻 䛺 䛳 䛯 ⏕ ≀ 䛾 ᙧ 䛻 䛿 䛱 䜓
䜣 䛸 ព ࿡ 䛜 䛒 䜛 䠈 䛺 䛹 䛜 ⮬ ↛ 䛻 ㌟ 䛻 䛴 䛔 䛶 䛧 䜎 䛖 䚹
ᆅ ᒙ 䜢 ྂ 䛔 㡰 䛻 䛺 䜙 䜉 䜛 స ᴗ 䛻 䛴 䛔 䛶 䛿 䠈 䛸 䛶 䜒 ཧ ⪃ 䛻 䛺 䛳 䛯 䚹 Ꮚ 䛹 䜒 㐩 䛻 ㄽ ⌮ ⓗ ᛮ ⪃ ຊ 䜢 䛴 䛡 䛶 䛔 䛟 䛣 䛸 䛜 䛷 䛝 䜛 䛸 ᛮ 䛖 䚹
ྛ ᩍ ⛉ 䛷 ⾲ ⌧ ຊ 䛾 ⫱ ᡂ 䛜 ゝ 䜟 䜜 䛶 䛔 䜛 䛜 䠈 ྛ 䜾 䝹 䞊 䝥 䛷 ໬ ▼ 䜢 Ⓨ ᥀ 䛧 䠈 ௚ 䛾 䜾 䝹 䞊 䝥 䛻 ⪺ 䛝 䛻 ⾜ 䛳 䛯 䜚 䠈 ㄝ ᫂ 䛧 䛯 䜚 䛩 䜛 㒊 ศ 䛿 䠈 ᚲ せ 䛺 ⾲ ⌧ ຊ 䜢
⫱ ᡂ 䛩 䜛 Ⰻ 䛔 ᶵ ఍ 䛻 䛺 䜛 䛸 ឤ 䛨 䛯 䚹
Ꮚ 䛹 䜒 㐩 䛜 䜾 䝹 䞊 䝥 䛷 ᴦ 䛧 䛟 ༠ ຊ 䛧 䛺 䛜 䜙 ᆅ ᒙ 䜢 ᏶ ᡂ 䛥 䛫 䜛 䛣 䛸 䛷 䠈 ▱ ㆑ 䛰 䛡 䛷 䛺 䛟 ᛮ ⪃ ຊ 䠈 ุ ᩿ ຊ 䠈 䝁 䝭 䝳 䝙 䜿 䞊 䝅 䝵 䞁 ຊ 䜢 㧗 䜑 䜛 䛔 䛔 ᩍ ᮦ 䛻 䛺 䜛 䛸
ᛮ 䛔 䜎 䛧 䛯 䠄 䜒 䛱 䜝 䜣 ⯆ ࿡ 㛵 ᚰ 䜒 䠅 䚹
᥈ ✲ 䝀 䞊 䝮 䛿 䠈 䝁 䝭 䝳 䝙 䜿 䞊 䝅 䝵 䞁 ⬟ ຊ 䠈 ⛉ Ꮫ ⓗ ᛮ ⪃ ຊ 䛸 ᵝ 䚻 䛺 ຊ 䜢 ᚲ せ 䛸 䛩 䜛 Ꮫ ⩦ ᪉ ἲ 䛰 䛸 ᛮ 䛔 䜎 䛧 䛯 䚹
䜔 䛿 䜚 䛂 ᆅ ⌫ 䛾 Ṕ ྐ ᥈ ✲ 䝀 䞊 䝮 䛃 䛜 䛸 䛶 䜒 ⯆ ࿡ ῝ 䛟 䠈 ୰ Ꮫ ⏕ 䛾 䜘 䛖 䛻 ┿ ๢ 䛻 䜔 䜚 䠈 ᫬ 㛫 䛜 ⤒ 䛴 䛾 䜒 ᛀ 䜜 䛯 䚹 䜎 䛯 ໬ ▼ 䛾 䝺 䝥 䝸 䜹 స 䜚 䛿 䛸 䛶 䜒 ⡆ ༢ 䛷 䠈
䛧 䛛 䜒 䛝 䜜 䛔 䛻 䛷 䛝 䛯 䛾 䛷 Ⰻ 䛛 䛳 䛯 䛸 ᛮ 䛖 䚹
ᆅ ᒙ 䝀 䞊 䝮 䛜 䛚 䜒 䛧 䜝 䛔 䚹 䜽 䜲 䝈 䠄 䝀 䞊 䝮 䠅 ឤ ぬ 䛷 ᡂ 䜚 ❧ 䛱 䜢 ᥎ ⌮ 䛷 䛝 䠈 Ꮚ ౪ 䛯 䛱 䛸 ඹ 䛻 ⪃ 䛘 䜢 ῝ 䜑 䜛 䛣 䛸 䛜 䛷 䛝 䜛 䚹
䝀 䞊 䝮 ᚋ 䛾 ♧ ‽ ໬ ▼ 䛾 ㄝ ᫂ 䛿 䛸 䛶 䜒 䜟 䛛 䜚 䜔 䛩 䛛 䛳 䛯 䚹
ᆅ ᒙ 䜒 䛯 䛰 ▱ ㆑ 䛰 䛡 䛷 䛿 䛺 䛟 䠈 䝟 䝈 䝹 䜢 ゎ 䛟 ឤ ぬ 䛷 ┿ ᐇ 䛻 ㏆ 䛵 䛡 䜛 Ꮫ ⩦ 䛜 䛷 䛝 䛶 ኱ ኚ ⯆ ࿡ ῝ 䛛 䛳 䛯 䛷 䛩 䚹
䛂 ᆅ ⌫ 䛾 Ṕ ྐ ᥈ ✲ 䝀 䞊 䝮 䛃 䛿 䠈 䛬 䜂 ୰ Ꮫ 䠍 ᖺ ⏕ 䛾 ᆅ Ꮫ ศ 㔝 䛷 ᐇ ㊶ 䛧 䛯 䛔 䛸 ᛮ 䛳 䛯 䚹 ྛ ᆅ ᇦ 䛷 䛾 ᆅ ᒙ 䛾 䛴 䛺 䛜 䜚 䜔 ໬ ▼ 䛾 ྡ ⛠ 䠈 ♧ ‽ ໬ ▼ 䜎 䛷 ᖜ ᗈ 䛟
ᴦ 䛧 䛟 Ꮫ 䜆 䛣 䛸 䛜 䛷 䛝 䜛 ᩍ ᮦ 䛰 䛸 ឤ 䛨 䛯 䚹 ⚾ 䛿 ⏕ ≀ 䛾 ᑓ 㛛 䛷 䛒 䜚 䛺 䛜 䜙 ୰ Ꮫ ⏕ 䛷 䛿 ᆅ Ꮫ ศ 㔝 䜢 ᩍ 䛘 䛺 䛡 䜜 䜀 䛺 䜙 䛪 䠈 䛔 䛴 䜒 ぬ 䛘 䛥 䛫 䜛 䛰 䛡 䛾 ᤵ ᴗ
䛻 䛺 䛳 䛶 䛔 䛯 䚹 䛣 䛾 ㅮ ヰ 䜢 ㏻ 䛧 䛶 䠈 ⏕ ᚐ 䛜 ᥈ ✲ 䛧 䠈 ⯆ ࿡ 䜢 ᣢ 䛯 䛫 䜛 ᤵ ᴗ 䛾 䛒 䜚 ᪉ 䜢 Ꮫ 䜆 䛣 䛸 䛜 䛷 䛝 䛯 䚹
䝀 䞊 䝮 ᙧ ᘧ 䛾 ᤵ ᴗ 䛷 䠈 ⌜ ά ື 䛻 䜒 䛴 䛺 䛜 䜛 䛸 ᛮ 䛖 䚹 ௒ ᪥ 䛾 ᤵ ᴗ 䛷 ⌜ 䛾 䝸 䞊 䝎 䞊 䛾 㔜 せ ᛶ 䜢 ෌ ㄆ ㆑ 䛧 䛯 䚹 ୖ ᡭ 䛻 䝸 䞊 䝎 䞊 䜢 ⫱ 䛶 䛯 䛔 䛸 ᛮ 䛖 䚹
♧ ‽ ໬ ▼ 䛿 䛯 䛟 䛥 䜣 ぢ 䛴 䛛 䛳 䛶 䛔 䜛 䛾 䛷 ᆅ ᒙ 䛾 ᖺ ௦ Ỵ ᐃ 䛻 ᭷ ⏝ 䛺 䛣 䛸 ➼ 䠈 䛔 䜝 䛔 䜝 䛺 ព ࿡ 䛜 䛒 䜛 䛣 䛸 䜢 ▱ 䜛 䛣 䛸 䛜 䛷 䛝 䜎 䛧 䛯 䚹
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䛂 ໬ ▼ 䛃 䛸 䛔 䛖 䛸 䠈 ྂ ⏕ ௦ 䛾 ♧ ‽ ໬ ▼ 䛿 ୕ ⴥ ⹸ 䠈 ୰ ⏕ ௦ 䛾 ♧
‽ ໬ ▼ 䛿 䜰 䞁 䝰 䝘 䜲 䝖 䠊 䠊 䠊 䛸 䠈 ᫬ ௦ ྡ 䛸 ໬ ▼ 䛾 ྡ ๓ 䜢 ぬ 䛘 䜛
䛰 䛡 䛻 䛺 䜚 䛜 䛱 䛷 䛩 䚹 䛧 䛛 䛧 䛭 䜜 䛷 䛿 䠈 㐣 ཤ 䛛 䜙 ⌧ ᅾ 䜈 䛸 䛔 䛖
᫬ 㛫 ⓗ 䛴 䛺 䛜 䜚 䠈 ໬ ▼ 䛸 ᫬ 㛫 䠄 䛾 ὶ 䜜 䠅 䛸 䛾 㛵 ಀ 䜒 Ⰻ 䛟 ศ 䛛 䜚
䜎 䛫 䜣 䚹  
໬ ▼ 䜔 ᆅ ᒙ 䛛 䜙 ఱ 䜢 ఏ 䛘 䛯 䛔 䛾 䛛 䠈 䜢 ⪃ 䛘 䛯 ᫬ 䛻 䠈 䛂 ⭾ ኱ 䛺
᫬ 㛫 䛃 䛾 ୰ 䛷 ᆅ ⌫ 䛾 ⎔ ቃ 䜔 ⏕ ≀ 䛜 䛹 䛾 䜘 䛖 䛻 ኚ ໬ 䛧 ⌧ ᅾ 䛜
䛷 䛝 䛶 䛝 䛯 䛛 䠈 䛜 㔜 せ 䛸 ᛮ 䛔 䜎 䛧 䛯 䚹 䛭 䛾 䛯 䜑 䛾 ᩍ ᮦ ➼ 䜢 ᗄ
䛴 䛛 స 䛳 䛶 䛝 䜎 䛧 䛯 䛜 䠈 ௒ ᅇ 䛿 ᒙ ᗎ Ꮫ ศ 㔝 䛾 ◊ ✲ 䠄 ⚾ 䛾 ᑓ
㛛 ศ 㔝 䛷 䜒 䛒 䜛 䠅 䛾 ᇶ ᮏ 䛷 䛒 䜛 䛂 ᆅ ᒙ 䛾 ✚ 䜏 㔜 䛺 䜚 䛸 ໬ ▼ 䜢
⤌ 䜏 ྜ 䜟 䛫 䜛 䛣 䛸 䛷 䠈 ᆅ ⌫ 䛾 Ṕ ྐ 䜢 ゎ ᫂ 䛩 䜛 䛃 䛸 䛔 䛖 ◊ ✲ ᡭ
ἲ 䜢 ᑡ 䛧 ⡆ ␎ ໬ 䛧 䛺 䛜 䜙 䠈 䜾 䝹 䞊 䝥 ά ື 䛸 䛧 䜎 䛧 䛯 䚹  
䜰 䜽 䝔 䜱 䝤 䞉 䝷 䞊 䝙 䞁 䜾 䛸 ゝ 䛘 䜛 䛾 䛛 䛹 䛖 䛛 䛿 ศ 䛛 䜚 䜎 䛫 䜣 䛜 䠈
⯆ ࿡ 䜢 ᣢ 䛳 䛶 ✚ ᴟ ⓗ 䛻 Ꮫ ⩦ 䛻 ྲྀ 䜚 ⤌ 䜣 䛷 䜒 䜙 䛖 䛾 䛜 ┠ ⓗ 䛷 䛩 䚹
ู 䛾 ⾲ ⌧ 䜢 䛩 䜛 䛸 䠈 䛄 䛯 䛰 ぬ 䛘 䜛 䞉 グ ᠈ 䛩 䜛 䛅 䛷 䛿 䛺 䛟 䠈 䛄 ⮬ ↛ ⌧
㇟ 䜔 ᆅ ⌫ 䛾 ጼ 䠄 ໬ ▼ 䠈 ᆅ ᒙ 䛺 䛹 䠅 䛾 ぢ ᪉ 䜔 ⪃ 䛘 ᪉ 䜢 ⌮ ゎ 䛩 䜛 䛅
䛣 䛸 䜢 ᮇ ᚅ 䛧 䜎 䛩 䚹  
䛺 䛚 䠈 ᆅ ᒙ 䛸 ໬ ▼ 䛜 䛹 䛾 䜘 䛖 䛻 䛂 ᫬ 㛫 䛾 ὶ 䜜 䛃 䛸 㛵 ಀ 䛧 䠈 䛭 䛾 ⭾
኱ 䛺 ᫬ 㛫 䜢 ♧ 䛩 䜒 䛾 䛷 䛒 䜛 䛛 䜢 ⌮ ゎ 䛩 䜛 䛣 䛸 䠈 䛭 䛧 䛶 ⌧ ᅾ 䛸 䛾
䛴 䛺 䛜 䜚 䜢 ▱ 䜚 ඲ య ീ 䜢 ᢕ ᥱ 䛩 䜛 ୰ 䛷 䠈 䠄 ྛ ே 䛜 䠅 㔜 せ 䛸 ⪃ 䛘 䜛
໬ ▼ 䛾 ▱ ㆑ 䛿 ௜ 㝶 䛧 䛶 グ ᠈ 䛻 ṧ 䜛 䛷 䛧 䜗 䛖 䚹  
ඹ ㏻ ᩍ ⫱ 䛾 ヰ 㢟 䛷 䛂 Ꮫ ၥ ศ 㔝 ู ⛉ ┠ 䛃 䛾 ၥ 㢟 Ⅼ 䛻 䛴 䛔 䛶 ゐ 䜜
䜎 䛧 䛯 䛜 䠈 䛂 䛭 䛾 ศ 㔝 䛾 ⪃ 䛘 ᪉ 䠈 ど Ⅼ 䛸 䛿 䠈 䛹 䛾 䜘 䛖 䛺 ≉ ᚩ 䛜 䛒
䜛 䛾 䛛 䠈 䛭 䛾 䛣 䛸 䛷 䠈 䛹 䛾 䜘 䛖 䛺 䜒 䛾 䛾 ぢ ᪉ 䛜 䛷 䛝 䜛 䜘 䛖 䛻 䛺 䜛
䠄 ど Ⅼ 䜢 ᗈ 䛢 䜙 䜜 䜛 䠅 䛾 䛛 䛃 䛿 䠈 ᑓ 㛛 ᩍ ⫱ 䛷 䜒 ᚲ せ 䛸 ᛮ 䛔 䜎 䛩 䚹  
䛣 䛖 䛔 䛖 㒊 ศ 䛣 䛭 䠈 䛂 ᩍ ⛉ ෆ ᐜ 䛃 䛾 ᩍ ဨ 䛜 ㈉ ⊩ 䛷 䛝 䜛 䛾 䛷 䛿 䠛  
ḟ 䛻 䠈 ᩍ ဨ 㣴 ᡂ 䜹 䝸 䜻 䝳 䝷 䝮 䛸 䛧 䛶 㐍 䜑 䛶 䛝 䛯 䛣 䛸  
㻌 䜢  ᗄ 䛴 䛛 ⤂ ௓ 䛧 䜎 䛩  
ᩍ ⫱ Ꮫ 㒊 䠖  
ᖹ ᡂ 䠍 䠒 ᖺ ᗘ 䛾 ᫓ 䛻 䠈 ᙜ ᫬ 䛾 Ꮫ 㒊 㛗 䛛 䜙 ౫ 㢗 䛥 䜜 䠈 䠑 ྡ 䛾 䛂 䜹 䝸 䜻 䝳 䝷 䝮 ෌
ᵓ ⠏ W G 䛃 䜢 ❧ 䛱 ୖ 䛢 䜹 䝸 䜻 䝳 䝷 䝮 ᨵ 㠉 䜢 ᳨ ウ 䛧 䠈 䛭 䜜 䜢 䠍 䠔 ᖺ ᗘ ධ Ꮫ ⏕ 䛛
䜙 ጞ 䜑 䜛 䚹 ᑟ ධ ⛉ ┠ 䜢 ጞ 䜑 䠈 ᪂ 䛯 䛺 ᐇ ⩦ ⛉ ┠ 䜔 ┬ ᐹ 䛾 ⛉ ┠ 䜢 タ ⨨ 䛧 䛯 䛜 䠈
≉ ᚩ ⓗ 䛺 ⛉ ┠ 䛾 ᗄ 䛴 䛛 䛸 䛭 䛾 ㊃ ᪨ 䜢 ⤂ ௓ 䛧 䜎 䛩 䚹  
ึ ➼ ᩍ ⛉ ᴫ ㄽ 䠖 ᑠ Ꮫ ᰯ 䛾 ච チ 䛻 㛵 䜟 䜛 ⛉ ┠ 䛷 䛂 ᩍ ⛉ 䛃 䛻 㛵 䛩 䜛 ⛉ ┠ 䛜 ච
チ ἲ ୖ 㑅 ᢥ 䛻 䛺 䛳 䛶 䛔 䜛 䚹 䛔 䜝 䛔 䜝 䛺 ᩍ ⛉ 䜢 Ꮫ 䜣 䛷 ḧ 䛧 䛔 䛾 䛷 䠈 ྛ 䛂 ᩍ ⛉ 䛃
䛾 ព ⩏ 䛸 䠈 㛤 ㅮ ⛉ ┠ 䛾 ᴫ せ 䜢 ᢸ ᙜ ⪅ 䛜 ఏ 䛘 䠈 Ꮫ ⏕ 䛜 ᤵ ᴗ 䜢 㑅 ᢥ 䛩 䜛 ᡭ 䛜
䛛 䜚 䛻 䛧 䛶 䜒 䜙 䛖 ᑟ ධ ⛉ ┠ 䚹 ᩍ ⫋ 䞉 ᩍ ⛉ ᩍ ⫱ 䞉 ᩍ ⛉ ෆ ᐜ 䛾 ᩍ ဨ 䛷 ᢸ ᙜ 䛧 䛶 䛔
䜛 䚹 ྛ ᩍ ဨ 䛜 䠍 ᅇ 䛪 䛴 ㅮ ヰ 䜢 䛩 䜛 䛜 䠈 ඲ య 䝕 䜱 䝇 䜹 䝑 䝅 䝵 䞁 䛾 ᅇ 䜢 䠎 ᅇ ⨨ 䛟 䚹
䛭 䛾 ᅇ 䛻 䛿 䠈 䛭 䜜 䜎 䛷 ヰ 䜢 䛧 䛯 ඲ ᩍ ဨ 䛜 ฟ ᖍ 䛧 䠈 䜎 䛪 䠈 ྛ ᅇ 䛾 䝺 䝫 䞊 䝖 䜔 䝁
䝯 䞁 䝖 䜹 䞊 䝗 䛻 䝁 䝯 䞁 䝖 䜢 䛩 䜛 䚹 䛭 䛾 ᚋ 䠈 Ꮫ ⏕ 䛜 䜾 䝹 䞊 䝥 䛷 ྛ ᅇ 䜢 䜅 䜚 ㏉ 䜚 䠈 䜒
䛖 ᑡ 䛧 ▱ 䜚 䛯 䛔 䛣 䛸 䜢 ᩍ ဨ 䛻 ㉁ ၥ 䜢 䛩 䜛 䚹 䛭 䜜 䛻 ᩍ ဨ 䛜 ⟅ 䛘 䜛 ᙧ 䛷 ┦ ஫ 䛻 䜔
䜚 ྲྀ 䜚 䜢 䛩 䜛 䚹 䛭 䜜 䜙 䜢 ㏻ 䛧 䛶 䛂 ึ ➼ ᩍ ⛉ 䛃 䜢 Ꮫ 䜆 ព ࿡ 䛻 䛴 䛔 䛶 Ꮫ ⏕ 䛜 ⪃ 䛘 䠈
┠ ⓗ ព ㆑ 䜢 ᣢ 䛳 䛶 ᒚ ಟ 䛩 䜛 䛯 䜑 䛻 タ ⨨ 䛧 䛯 ⛉ ┠ 䚹  
ᐇ ㊶ ┬ ᐹ ◊ ✲ 䠖 ᩍ ⫱ ᐇ ⩦ ⏕ 䛾 ◊ ✲ ᤵ ᴗ 䜢 ஦ ౛ 䛸 䛧 䠈 ᤵ ᴗ 䛾 ศ ᯒ 䛸 ᨵ ၿ
Ⅼ 䜢 ኱ Ꮫ ᩍ ဨ 䠄 ୺ 䛻 ᩍ ⛉ ෆ ᐜ 䠈 ᩍ ⛉ ᩍ ⫱ 䛾 ᩍ ဨ 䠅 䛾 ᣦ ᑟ 䜢 ཷ 䛡 䛺 䛜 䜙 䠈 䠎
ᖺ ⏕ 䛜 ⪃ 䛘 䜛 ᤵ ᴗ 䚹 ஦ ๓ 䛻 㝃 ᒓ ᰯ ᅬ 䛷 ᤵ ᴗ ほ ᐹ 䜢 ⾜ 䛔 䠄 ᤵ ᴗ 䜢 ᢸ ᙜ 䛩 䜛
኱ Ꮫ ᩍ ဨ 䜒 㝃 ᒓ 䛾 ᩍ ⫱ ᐇ ⩦ 䜢 ぢ 䜛 䛣 䛸 䛻 䛺 䜛 䠅 䠈 䜎 䛯 ◊ ✲ ༠ ㆟ 䛻 䜒 ཧ ຍ 䛩
䜛 䚹 䛭 䛾 ᐇ ㊶ 䛾 ほ ᐹ 䛻 ᇶ 䛵 䛝 䠈 ḟ ᖺ ᗘ 䛾 ᐇ ⩦ 䜎 䛷 䛻 ㌟ 䛻 䛴 䛡 䜛 䜉 䛝 ▱ ㆑
䜔 ᢏ ⬟ 䜢 ⪃ 䛘 䠈 ⮬ ᕫ 䛾 ㄢ 㢟 䜢 ᫂ 䜙 䛛 䛻 䛧 䛶 ᮏ ᐇ ⩦ 䜈 ഛ 䛘 䜛 䠄 䝥 䝺 ᩍ ⫱ ᐇ ⩦
䛸 䜒 ࿧ 䜣 䛷 䛔 䜛 䠅 䚹 㑅 ᢥ ⛉ ┠ 䛰 䛜 䠈 䠕 ๭ ௨ ୖ 䛜 ᒚ ಟ 䚹  
ᐇ ㊶ ຊ ⫱ ᡂ ₇ ⩦ Ϩ 䠈 ϩ 䠈 Ϫ 䠖 䛂 ᆅ ᇦ 㐃 ᦠ ᐇ ⩦ 䛃 䛾 ┬ ᐹ ⛉ ┠ 䚹 䠎 䡚 䠐 ᖺ
⏕ ྜ ྠ 䛷 ᐇ ᪋ 䚹 ᩍ ⫱ య 㦂 ά ື 䛾 ሗ ࿌ 䛾 ୰ 䛛 䜙 䠈 ᑐ ᛂ 䛻 ᝎ 䜐 䛣 䛸 䛾 ከ 䛔 ά
ື 䠄 ᭱ ㏆ 䛷 䛿 ≉ ู ᨭ ᥼ 㛵 ಀ 䠅 䜔 ᐇ ㊶ ౛ 䜢 ྲྀ 䜚 ୖ 䛢 䛶 ஦ ౛ ◊ ✲ 䜢 䛧 䛯 䜚 䠄 Ꮫ
⏕ ௻ ⏬ ᆺ 䛷 䛾 ᤵ ᴗ 䛺 䛹 䠅 䠈 䠐 ᖺ ⏕ ྥ 䛡 䛻 ಖ ㆤ ⪅ ᑐ ᛂ 䜔 ᪂ ᥇ ᫬ 䛾 య 㦂 ㄯ 䛺
䛹 䜢 ⧊ 䜚 ㎸ 䜏 䠈 ㅮ ᖌ 䜒 ᣍ 䛝 䛺 䛜 䜙 ᐇ ㊶ ຊ 䛾 ྥ ୖ 䜢 ᅗ 䜛 䚹 䛭 䛾 ୰ 䛷 䝷 䞊 䝙 䞁
䜾 䞉 䝫 䞊 䝖 䝣 䜷 䝸 䜸 䛾 ⡆ ᫆ ∧ 䜒 స ᡂ 䛧 䠈 ㌟ 䛻 䛴 䛡 䛯 ▱ ㆑ 䞉 ᢏ ⬟ 䛺 䛹 䜢 䜅 䜚 ㏉
䜚 䠈 ḟ 䛾 Ꮫ ⩦ 䜢 ⪃ 䛘 䜛 䚹  
ᆅ ᇦ 㐃 ᦠ ᐇ ⩦  
ᖹ ᡂ 䠕 ᖺ ᗘ 䛛 䜙 ᐇ ᪋ 䛧 䛶 䛔 䜛 ᩍ ⫱ య 㦂 ά ື 䠄 ᇶ ᮏ ⓗ 䛻 䝪 䝷 䞁
䝔 䜱 䜰 䠅 䚹 䠑 ᖺ ๓ 䛛 䜙 䛿 ✚ ᴟ ⓗ 䛻 ᩍ ⫱ Ꮫ 㒊 ௨ እ 䛾 Ꮫ ⏕ 䛻 䜒 ཧ ຍ
䜢 ࿧ 䜃 䛛 䛡 䠈 ඲ Ꮫ ⓗ 䛺 ྲྀ 䜚 ⤌ 䜏 䛸 䛺 䛳 䛶 䛔 䜛 䚹  
䠎 䠌 䠍 䠎 ᖺ ᗘ 䛾 ᐇ ⦼ 䠖  
ά ື ᩘ 㻌 1 3 2 㻌 䠄 䛂 ᤵ ᴗ 䛻 䛚 䛡 䜛 Ꮫ ⩦ ᨭ ᥼ 䛃 䛾 䜘 䛖 䛺 ά ື 䜒 䛒 䜚 䠈
ᐇ ㉁ ⓗ 䛻 䛿 䜒 䛳 䛸 ከ 䛔 䚹 䠍 䛴 䛾 ά ື 䛻 ᩘ ྡ 䡚 3 0 ྡ ⛬ ᗘ ཧ ຍ 䠅  
༠ ຊ ᰯ 䠄 ά ື ᥦ ౪ ᶵ 㛵 䠅 㻌 6 8  
ά ື 䛧 䛯 Ꮫ ⏕ ᩘ 㻌 3 7 3 ྡ 㻌 䠄 ᐇ ᩘ 䠖 䠍 ᖺ 㛫 ⥆ 䛡 䛶 ά ື 䛩 䜛 ⪅ 䜒 ከ
䛔 䛾 䛷 䠈 ᘏ 䜉 ே ᩘ 䛿 ᩘ 䛘 䜛 䛾 䛜 㞴 䛧 䛔 䠅  
⊂ ⮬ 䛾 䝁 䞁 䝢 䝳 䞊 䝍 䝅 䝇 䝔 䝮 㻌 䠢 䠥 䠟 㻌 䜢 ⏝ 䛔 䛶 㐠 ⏝ 䠄 ᖹ ᡂ 䠍 䠌 ᖺ ᗘ
䛛 䜙 䠅 䚹 ά ື ๓ 䛻 ィ ⏬ ᭩ 䜢 ᥦ ฟ 䛧 䠈 ά ື ᚋ 䛻 ሗ ࿌ ᭩ 䜢 ᥦ ฟ 䠄 ඲ 䛶
䠢 䠥 䠟 ୖ 䛷 ⾜ 䛖 䛾 䛷 䡁 䝫 䞊 䝖 䝣 䜷 䝸 䜸 䛸 䛺 䛳 䛶 䛔 䜛 䠅 䚹  
㻲 㻵 㻯 䛷 䛾 ィ ⏬ ᭩ 䛸 ሗ ࿌ ᭩ 䛾 ᭩ 䛝 ᪉ 㻌
䛂 ィ ⏬ ᭩ 䛃 䛻 䛚 䛡 䜛 ⮬ ᕫ ┠ ᶆ 䛾 ❧ 䛶 ᪉ 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 グ ධ ౛ 䜢 䜘 䛟 ㄞ 䜣 䛷 䛟 䛰 䛥 䛔 㻌 㻌 㻍 㻍 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 䠄 ཧ ⪃ 䠅 䝏 䜶 䝑 䜽 䝸 䝇 䝖 䞊 ㈨ ㉁ ⬟ ຊ 䛾 ┠ ᶆ ⩌ 㻌
㻌
㻌
䛂 ሗ ࿌ ᭩ 䛃 䛻 䛚 䛡 䜛 ᐇ ᪋ グ 㘓 㻌 䊻 ⡆ ₩ 䛻 㻌
㻌
䛂 ሗ ࿌ ᭩ 䛃 䛻 䛚 䛡 䜛 ┬ ᐹ 㻌




ᡭ ᘬ 䛝 㻌 㼜 㻚 㻌 㻝 㻠 㻌
ᡭ ᘬ 䛝 㻌 㼜 㼜 㻚 㻌 㻝 㻢 㻙 㻝 㻥 㻌
ᡭ ᘬ 䛝 㻌 㼜 㻚 㻌 㻞 㻜 㻌
㻔 㻝 㻕 䛭 䜜 䛮 䜜 䛾 ┠ ᶆ 䛻 ↷ 䜙 䛧 ྜ 䜟 䛫 䛶 㻌
㻌 㻌 㻌 㐩 ᡂ ᗘ 䜢 䠑 ẁ 㝵 ホ ౯ 㻌
㻔 㻞 㻕 㻌 ┠ ᶆ 䛤 䛸 䛻 Ꮫ 䜣 䛰 䛣 䛸 䜢 ල య ⓗ 䛻 ᭩ 䛟 㻌
㻔 㻟 㻕 㻌 㻌 ┠ ᶆ 䛻 㝈 ᐃ 䛥 䜜 䛺 䛔 ┬ ᐹ 䛿 䛭 䛾 ᚋ 䛷 㻌
㻔 㻠 㻕 㻌 㻌 䛷 䛝 䜛 䛰 䛡 ᑓ 㛛 ⓗ ▱ ㆑ 䛸 㛵 㐃 䛵 䛡 䛶 ┬ ᐹ 䜢 㻌
1 2 0
ᐇ ᪋ ሗ ࿌ ᭩ 䛾 స ᡂ 㻌
ሗ ࿌ ᭩ 䛿 ά ື ⤊ ஢ ᚋ 䠎 㐌 㛫 ௨ ෆ 䛻 స ᡂ 䛩 䜛 䚹 㻌
ᡭ ᘬ 䛝 㼜 㻚 㻝 㻡 㻌
య 㦂 䛩 䜛 䠈 䛷 䛿 䛺 䛟 䠈 ᐇ ㊶ 䛧 䛶 䛭 䛣 䛛 䜙 䛾 Ꮫ 䜃 䜢 ✚ 䜏 㔜 䛽 䛶 ⾜
䛟 䛯 䜑 䛻 ሗ ࿌ ᭩ 䛷 ┬ ᐹ 䜢 ⾜ 䛖 䝅 䝇 䝔 䝮 䛻 䛧 䛶 䛝 䜎 䛧 䛯 䚹 ᖹ ᡂ 䠎 䠌
ᖺ ᗘ 䛾 ᩍ ⫱ 䠣 䠬 䛷 䛂 ᩍ ⫋ ᨭ ᥼ 䝹 䞊 䝮 䛃 䜢 స 䜚 䠈 䇾 ᩍ ⫋ ᨭ ᥼ ⪅ 䇿 䜢
㞠 ⏝ 䛷 䛝 䛯 䛾 䛿 䠈 㠀 ᖖ 䛻 ᖾ 㐠 䛷 䛧 䛯 䚹 ኱ Ꮫ ᩍ ဨ 䛰 䛡 䛷 ሗ ࿌ ᭩
䛾 䝏 䜵 䝑 䜽 䛸 䝁 䝯 䞁 䝖 䜢 ⾜ 䛳 䛶 䛔 䛯 䛾 䛷 䛩 䛜 䠈 ඲ ဨ 䛜 ⑂ ᘢ 䛧 䛛 䛡
䛶 䛔 䜎 䛧 䛯 䚹 ⌧ ᅾ 䛿 ᩍ ⫋ ⥲ ྜ 䝉 䞁 䝍 䞊 䛸 䛧 䛶 ⥅ ⥆ ⓗ 䛺 㞠 ⏝ 䜢 ㄆ
䜑 䛶 䜒 䜙 䛳 䛶 䛔 䜎 䛩 䚹  
ᩍ ⫱ 䠣 䠬 ௨ ᮶ 䠈 䛂 ᆅ ᇦ 㐃 ᦠ ᐇ ⩦ 䛃 䜒 ྵ 䜑 䛶 ඲ Ꮫ 䛾 ᩍ ဨ 㣴 ᡂ 䛻
ྲྀ 䜚 ⤌ 䜣 䛷 䛔 䜎 䛩 䛜 䠈 ᭱ ᚋ 䛻 䛭 䛾 㒊 ศ 䜢 䚹  
ឡ ፾ ኱ Ꮫ 䠖  
䛂 ᆅ ᇦ 㐃 ᦠ ᐇ ⩦ 䛃 ௨ እ 䛷 ᩍ ဨ 㣴 ᡂ 䛾 䛯 䜑 䛻 ᑟ ධ 䛧 䛶 䛔 䜛 ୺ せ
䛺 ྲྀ 䜚 ⤌ 䜏 䛸 䛧 䛶 䛿 䠈  
䝸 䝣 䝺 䜽 䝅 䝵 䞁 䞉 䝕 䜲  䛸  ᩍ ⫋ ㄢ ⛬ Ꮫ ⩦ 䝫 䞊 䝖 䝣 䜷 䝸 䜸  
ឡ ፾ ኱ Ꮫ 䛷 㣴 ᡂ 䛩 䜛 䇾 ඲ Ꮫ 㒊 ඹ ㏻ 䛾 䇿 ᩍ ဨ ീ 䛸 䛧 䛶 䠈 䛂 ᩍ ⫋ ㄢ
⛬ 䛾 䠠 䠬 䛃 䛸 䛔 䛖 䜒 䛾 䜢 స ᡂ 䛧 䠈 ᖹ ᡂ 䠎 䠌 ᖺ 䠑 ᭶ 䛾 ᩍ ⫱ ◊ ✲ ホ ㆟
఍ 䛷 Ỵ ᐃ 䛧 䛶 䜒 䜙 䛔 䜎 䛧 䛯 䚹 䞉 䞉 䞉 ᩍ ⫱ 䠣 䠬 䛻 䜒 ά ⏝  
䠠 䠬 䛾 㐩 ᡂ 䜢 ┠ ᣦ 䛧 䠈 ඲ Ꮫ 㒊 ඹ ㏻ 䛾 䜹 䝸 䜻 䝳 䝷 䝮 䛜 ᚲ せ ї 䛂 ᆅ
ᇦ 㐃 ᦠ ᐇ ⩦ 䛃 䜒 䛒 䜛 䛾 䛷 䠈 ᪂ つ 䛾 ᤵ ᴗ ⛉ ┠ 䜢 䠍 䛴 䠎 䛴 ᑟ ධ 䛩 䜛
䛣 䛸 䜘 䜚 䜒 䠈 Ꮫ ⩦ 䜢 ┬ ᐹ 䛧 ィ ⏬ 䜢 ❧ 䛶 䜛 䛂 䝸 䝣 䝺 䜽 䝅 䝵 䞁 䞉 䝕 䜲 䛃 䜢
ᐇ ᪋ 䛩 䜛 ィ ⏬ 䛸 䛧 䛯 䠄 ྡ ⛠ 䛿 ᛮ 䛔 䛴 䛝 䠅 䚹  
䠎 䠍 ᖺ ᗘ 䛻 䝸 䝣 䝺 䜽 䝅 䝵 䞁 䞉 䝕 䜲 䛾 ヨ ⾜ 䜢 䛧 䛯 䛜 䠈 䜅 䜚 ㏉ 䜚 䛾 ᡭ 䛜
䛛 䜚 䛜 ᚲ せ 䛷 䛒 䜛 䛸 ឤ 䛨 䠈 䝫 䞊 䝖 䝣 䜷 䝸 䜸 䛾 స ᡂ 䛜 ᚲ せ 䛸 ᛮ 䛔 䠈
タ ィ 䛻 ྲྀ 䜚 䛛 䛛 䛳 䛯 䚹 ї 䇾 ᒚ ಟ 䜹 䝹 䝔 䇿 䛾 ᚲ せ ᛶ 䛜 ฟ 䛶 䛝 䛯 䛾
䛷 䠈 ᑟ ධ 䛜 ᐜ ᫆ 䛻 䛺 䛳 䛯 䚹  
Ȫ ȕ Ȭ ǯ Ƿ ȧ ȳ ȷ ȇ Ǥ Ტ Ⴞ ݑ ଐ Უ Ტ ৖ ࡽ Ჴ   ᳸   ᪫ Უ 
Ƃ Ⴘ ႎ ƃ 
 ྸ ᛯ Ʊ ܱ ោ Ǜ ኽ Ƽ ƭ ƚ ƨ ܖ ፼ Ǜ ૅ ੲ Ơ Ღ ᭗ ࡇ Ƴ ܱ ោ щ Ǜ ψ ƶ ͳ Ƒ ƨ ૙ Ճ
Ǜ ᫱ ঺ Ƣ ǔ ƨ Ǌ ŵ Ӳ ᐯ ƕ ˺ ঺ Ơ ƨ ૙ Ꮀ ᛢ ᆉ ܖ ፼ ȝ ȸ Ȉ ȕ ǩ Ȫ Ǫ Ǜ ဇ ƍ Ư Ღ
ჷ ᜤ ȷ ২ Ꮱ Ǜ ਰ Ǔ ᡉ ǔ Ტ Ⴞ ݑ Უ 

Ƃ ܱ ଀ ଺ ஖ ƃ 
 ᇹ í ஖  Წ ࠰ ഏ ஛ Ტ ࢸ ܖ ஖ ੉ ಅ ኳ ʕ ࢸ Ʒ Წ உ ஛ ᪭ Უ 
 ᇹ î ஖  Ჭ ࠰ ഏ ஛ Ტ ࢸ ܖ ஖ ੉ ಅ ኳ ʕ ࢸ Ʒ Წ உ ஛ ᪭ Უ 
 ᇹ ï ஖  Ხ ࠰ ഏ Э ܖ ஖ ஛ Ǉ ƨ Ƹ ࢸ ܖ ஖ И ᪽ Ტ ૙ Ꮀ ܱ ោ ๫ ፼ ޗ ̲ Ⴚ Э Უ 

Ƃ ܱ ଀ ϋ ܾ ƃ 
 ȷ ૙ Ꮛ ᚇ Ʒ ᚡ ᡓ  ܱ ោ ᜒ ᛅ Ʒ ᙻ Ꭾ Ʊ ǰ ȫ ȸ ȗ ȯ ȸ ǯ 
 ȷ ᐯ ࠁ ᚸ ̖ Ʊ ܖ ፼ ᚘ ဒ Ʒ ᇌ క 
Ū  μ Ȫ ȕ Ȭ ǯ Ƿ ȧ ȳ ȷ ȇ Ǥ ƴ Ӌ ь Ơ Ƴ ƚ Ǖ ƹ Ღ ૙ Ճ β ᚩ ཞ Ƹ ӕ ࢽ ư Ɩ Ƴ ƍ ŵ 
Ū  μ Ȫ ȕ Ȭ ǯ Ƿ ȧ ȳ ȷ ȇ Ǥ ƴ Ӌ ь Ơ Ƴ ƚ Ǖ ƹ Ღ ૙ Ꮀ ܱ ោ ๫ ፼ Ǜ ޗ ̲ ư Ɩ Ƴ ƍ ŵ 
Ū  Ȫ ȕ Ȭ ǯ Ƿ ȧ ȳ ȷ ȇ Ǥ ƴ Ӌ ь Ơ Ƴ ƚ Ǖ ƹ Ღ ž ૙ Ꮀ ƴ ᧙ Ƣ ǔ ᅹ Ⴘ ſ Ǜ ޗ ̲ ư Ɩ 
 Ƴ ƍ Ტ ᇹ í ஖ Ƹ Ჭ ࠰ ഏ ˌ ᨀ Ღ ᇹ î ஖ ȷ ᇹ ï ஖ Ƹ ഏ ܖ ஖ ˌ ᨀ Უ ŵ 
 ૙ Ꮀ ᛢ ᆉ ܖ ፼ ȝ ȸ Ȉ ȕ ǩ Ȫ Ǫ Ტ ৖ ࡽ Ჴ   ᳸   ᪫ Უ 
૙ Ꮀ ᛢ ᆉ ܖ ፼ ȝ ȸ Ȉ ȕ ǩ Ȫ Ǫ Ʒ ॖ ԛ 
ȷ  ૙ Ꮀ ƴ ᧙ Ƣ ǔ ܖ ፼ Ʒ ޗ ഭ Ტ ޗ ̲ ǫ ȫ Ȇ Უ 
  ą  Ȫ ȕ Ȭ ǯ Ƿ ȧ ȳ ȷ ȇ Ǥ ư ܖ ፼ Ǜ ਰ Ǔ ᡉ ǔ ƨ Ǌ ƴ Ღ Ӳ ᐯ ƕ ܖ ፼ 
    Ʒ ޗ ഭ Ǜ സ Ƣ ŵ ᐯ ࠁ Ʒ ঺ ᧈ Ǜ ᄩ ᛐ Ƣ ǔ ŵ 








˺ ঺ ૾ ඥ 
ȷ  ̲ ܖ ૅ ੲ Ƿ ǹ Ȇ Ƞ ƴ ȭ ǰ Ǥ ȳ Ơ Ღ 9 ' $ ɥ ư ˺ ঺ Ƣ ǔ ŵ 
ȷ ž ૙ Ꮀ ᛢ ᆉ ܖ ፼ ȝ ȸ Ȉ ȕ ǩ Ȫ Ǫ ᚡ λ ᙲ ᪸ ſ Ტ ৖ ࡽ Ჴ   ᳸  Ჱ ᪫ Უ 


ȭ ǰ Ʒ ᆔ ᫏  ϋ       ܾ 
Ĭ  ȩ ȸ ȋ ȳ ǰ ȷ ȭ ǰ Ტ ܖ ፼ ᚡ ᥵ Უ  ૙ Ꮀ ᧙ ᡲ ᅹ Ⴘ ƴ Ǒ ǔ ܖ Ƽ Ʒ ᚡ ᥵ 
ĭ  ȗ ȩ ǯ Ȇ ǣ ǹ ȷ ȭ ǰ Ტ ܱ ោ ˳ ᬴ ᚡ ᥵ Უ 
૙ Ꮛ ܱ ፼ Ღ ᫱ ᜱ ܱ ፼ Ღ ʼ ᜱ ሁ ˳ ᬴ Ღ ע ؏ ᡲ ઃ ܱ ፼ Ƴ Ʋ
ܱ ោ ෇ ѣ ƴ Ǒ ǔ ܖ Ƽ Ʒ ᚡ ᥵ 
Į  Ȫ ȕ Ȭ ǯ Ƿ ȧ ȳ ȷ ȭ ǰ Ტ Ⴞ ݑ ᚡ ᥵ Უ  Ȫ ȕ Ȭ ǯ Ƿ ȧ ȳ ȷ ȇ Ǥ ƴ Ǒ ǔ ܖ Ƽ Ʊ ᐯ ࠁ ᚸ ̖ Ʒ ᚡ ᥵ 
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 今日お話ししようと思っている内容は，まずうちの大学の紹介と PBL についてです。特にうち
の大学の PBL についての理解と，うちの大学で実際に PBL をどういうふうに導入しているか，
カリキュラム構成，具体例の基本形と応用編，PBL による効果，どういう効果が学生に出てくる





















 うちの大学は 1976 年にリンブルグ州立大学，元々は医学校として創立されました。インター
ナショナルリーグテーブルにおいても高い順位に常に位置していて，若い大学のわりには良いポ
ジションにいて，世界で最も良いヤングユニバーシティの一つという評価を受けています。学生
総数は 16,000 名で，うち 44％はオランダ以外の外国籍です。ほとんどはドイツからです。大体
44％のうちの 41，42％はドイツからの学生さんが越境して通っている人もいます。車で 30 分か









ーストリヒト大学にとって PBL は大事なものです。1976 年の創立後，大学は政府のサポートを
受けてどんどん発達しました。まず医学部から始まって法学部，経済学部，芸術文化学部，心理





ダの大学では 3 年間です。教養課程みたいなものがないので学部は 3 年間で 1 年目から集中して
専門科目のみで進めていきます。修士課程は 1 年の課程と研究をカリキュラムに取り組んだ 2 年
の課程と 2 タイプあり，博士課程は 4 年です。 
 授業料です。国籍，学部，課程によって異なっています。オランダ人や EU 内の EEA（欧州経










 うちの大学の教育です。PBL は切っても切れないものですが，全学規模で PBL を導入した唯
一の大学ということを大学側も強く自負しています。1974 年に医学部が PBL を導入した時点で
125 
 
世界で 2 番目です。元々，PBL はカナダのマックマスター大学が開発したと思います。それを





に PBL でチューターの役割を果たせます。TA みたいな感じでアルバイト代が出るので，本人が
履修した際に成績が良かったコースに限られますが，2 年生になった学生さんが 1 年生のときに
やったコースのチューターをやってみる，先輩指導みたいな感じでチューターをやっている学生
も少しずつ増えています。 
 私は教育学の専門ではないので皆さんの方が PBL については御存じだと思います。私自身の





















































































































































































をサポートすることがうちの大学の PBL だと考えます。 
 以前お見せした PBL のプロセスのチャートに戻り，一連のプロセスに関してこれまで見てきた
利点を獲得して学習を深めるのに何が大切かということで，マーストリヒトでは三つの C という





































つのコースに関して大体 10～11 回のグループミーティングがありますが，1 回か 2 回は休んでも
いいです。3 回以上休まなければいけないときはアサインメント，宿題としてチューターが課題
を出します。欠席した分の論文を何個かまとめさせてチューターに提出させます。それをチェッ
クしてよかったらオーケーということで出席とみなします。1 コース 8 週間，1 ピリオドですが，
7 週間のチュートリアルグループのある期間と 8 週目に行われる試験で完結です。従来の講義形













集中的で自己学習の時間を要してくるので学生は 1 ピリオド 8 週間の間に 2，3 コースだけ履修
します。PBL に関しては始める前に 2 日間くらいかけてトレーニングします。 
 カリキュラム構成の詳細ですが，グループは 12，13 人くらいです。14 人以上いると注意を払
うのが大変になってきます。なので 12，13 人くらいで行うことが多いです。ミーティングは 2 時


















が作成したものです。更に提案する文献。大体最近出版された学術論文 3 本～5 本，あるいは 1～
3 種類の教科書から 1 章。教科書は心理学であれば，例えば心理学入門にはいろんな出版社や種
類の教科書があります。どれも大体似たような内容になっています。どれもよしあしで，この教
科書はここがいいし，この教科書はここがいい，でも 1 個選ぶのは難しいときには 2～3 部の教科
書を，これらが課題図書ですという感じで指定教科書として公開します。図書館にそれらの教科
書があるのでコピーを取ることもできるし，教科書を買うこともできます。学術論文は PDF にし










ます。最後に ELEUM は e ラーニングシステムです。これも必要になってきます。 
 年間のカレンダーに基づいたカリキュラム構成を見ていきましょう。どういうふうに PBL が導
入されているのを理解するのに必要かと思い持ってきました。これは 2013 年のアカデミックカ
レンダーです。オランダの大学では 8 月末から 12 月末，1 月前半を入れて約 20 週間を前期とし
ます。PBL は 8 週間で 1 クールが完了します。前期を 2 ピリオドに区切ったような形で行いま
す。明るいブルーのところは授業がない期間，8 月の終わりです。8 月の最初は授業がなくて半ば
くらいからインコムといって学生が入学してきます。イントロダクションウィークでオリエンテ
ーションや PBL のトレーニングがあり，実際の授業が組み込まれるセメスターが始まるのは 9 月
の頭からです。これがピリオド 1 の 1 週目，2 週目，3 週目，4 週目，5 週目，6 週目，7 週目，
そして 8 週目が試験です。これが 10 月の終わりくらいです。ピリオド 2 がそのあとすぐ始まっ





オド 3 として迎えてその後また後期が 2 月から始まります。 
 それぞれのピリオドを細かく見ていきます。これは心理学のコースの一例です。この学生は発
達心理学 D と解剖神経学 N を取るというふうにコースを履修することにしました。学部 1 年生
です。これが 8 週間の 1 ピリオドです。月から金で D1 が発達心理学の 1 回目のミーティング。
発達心理学の講義は DL と表しています。同じように解剖神経学で 1 回目のミーティングは N1，











に 1 回，2 週間に 1 回，全体で 1 回などと様子を見ながらエバリュエーションを組み込んでいき
ます。  
 これが具体的な 1 ピリオドの内訳です。第 1 回のチュートリアルミーティングがこうなるとす
ると 2 時間みんなでグループで集まります。プレディスカッションとポストディスカッション。
1 回目のミーティングではプロブレム 1 のプレディスカッションをします。2 回目のミーティン
グではプロブレム 1 のポストディスカッションをします。DL がディスカッションリーダー，議
























































































































います。本当に企業でやるプレゼンのように 1 時間半から 2 時間近く，みんなの前に立って，こ
うこうで，と勉強してきたことを説明して，議長代わりになって実際に質問したり，簡単なゲー
ムをディスカッション中に行ったりします。このコースの場合の最終成績の評定はディスカッシ

































 ほかの例です。IRP（International Research Proposal)。これも心理神経学部の特設コースで























心理学や認知神経科学に関する 280 の質問を年に 2 回，3 択ですが，毎回同じ質問を 1 年生から
学部の最終次まで 6 回行います。1 年生のときは 280 問も心理学の問題が出ても何も分からない
です。一番最初は 10％～5％くらいしか答えられませんが，2 年生になると 3 分の 1 くらい答え
られ，3 年生になるとほぼ答えられるようになります。半年ごとに応えられる質問が増えている
ことを実感することができるし，また同じ質問なので忘れていた内容を思い出すのにも役立つし，











と 1 年 2 年のころは文句を言いますが，だんだん落ち着いてきて最終的には自分の受けた PBL と
いうカリキュラムに満足して，「私はこういうことをやったんだ，やれるんだ。人前でしゃべって
もドキドキしない」と成長していくことが顕著に見られます。 























































































School of Business and Economics 
PBL (Problem-Based-Learning)： 
マーストリヒト大学における実践例 
岡本  早苗  (Sanae Okamoto -Barth,  PhD)  
 
 
マーストリヒト大学 経営経済学部 経済学科 &  
心理神経科学部 認知神経科学科  
• マーストリヒト大学の紹介 









Maastricht, The Netherlands Maastricht, The Netherlands 
Maastricht, The Netherlands Maastricht University: 概要 
• 1976年にRijksuniversiteit Limburg  
 (リンブルグ州立大学（医学校）)創立 
• High rank in the International league tables 
• One of the best ‘young universities’ in the world 
• 学生総数 16,000 名(内44%はオランダ以外の外国籍),  















 に発達：Healthcare science, Knowledge engineering,  
 European Studies, and European Law 
University College Maastricht (2002),  





Maastricht University: 授業料 
• 授業料：国籍と学部、課程によって異なる 
 オランダ人およびEEA(欧州経済地域): €1,835 
 EEA(欧州経済地域)以外： €8,500−€9,500（B）、€13,000（M） 
• 奨学金制度も有り 






Maastricht University: 教育 






• Language Centerおよび各学部がPBLについて新学期開始前に 
 新入生指導をおこなう 
• 学生は学士課程2年生から積極的にPBLで ’tutor’ チューター 
 の役割を果たす 
 





• 教員はLearning Coachとして、チューターの役割を果たす 
• 問題解決への過程が問題の解決策と同様に重要とみなす  
• 参考文献、教材への積極的な取り組みが必要 
PBL (Problem-Based Learning): Model 
Curriculum Design 




PBL (Problem-Based Learning): Process 
Pre-discussion  


















 • Step 1: Read：用語およびコンセプトを明らかにする 
• Step 2: Problem definition/statement：課題の要点を解釈し、よ
り明確な形に問題を要約する 
• Step 3: Brainstorm：問題に関わる意見を交わす/解決策をいくつか
提案しあう/出た意見や経験談を板書する 
• Step 4: Systematic inventory：列挙された意見をリンクするをまと
める/ダイアグラムなどを用いて板書された意見を分類する 
• Step 5: Formulate learning goals：出た意見を統括した学習目標を
自分たちで作る 
• Step 6: Self-study：学習資料、教科書などの読解、ミーティングで使
用するノートを作成、資料以外の文献の検索など   
• Step 7: Report and synthesize：お互いの得た見解を提示、総合す
る。不明点については質問する。学習目標に答えられるように。 
 
How does PBL work?: Seven-Jump 
SF 
• Discussion leader：議長（生徒１名） 
















Learning to learn: Consequences for teachers 









Learning to learn: Consequences for students 
PBL: Advantages PBL: Advantages 
142











PBL: Advantages PBL (Problem-Based Learning): Three C 
Pre-discussion  






PBL at UM: カリキュラム構成（概要） 
基本理念：学生が自らの教育に責任を持つ 









• 大学のLanguage Centre や学部がそれぞれ新入生および新
規雇用の教員にPBL方式を2日間かけてトレーニングする 




























Skills Training (period 3) 
Period 4 
PBL at UM: カリキュラム構成（1ピリオド） 
月 火 水 木 金 
1w D1&DL N1&NL D2 
2w N2&NL D3 N3&EV 
3w D4 DL N4 D5&EV 
4w N5&NL D6&DL N6 
5w D7&DL N7&EV NL D8&EV 
6w N8 D9&DL N9&NL 
7w D10 DL N10 






PBL at UM: 具体例（1ピリオド） 
1st TM 2nd TM 3rd TM 4th TM 
Discussi
on 
Intro P1pre P1post P2pre P2post P3pre P3post P4pre… 
DL Paul Paul Anna Anna Tim Tim Katie… 
NT Anna Tim Katie Max… 
1st TM: 第一回チュートリアルミーティング 
P1pre: 問題1のPre-discussion 
P1post:問題1のPost-discussion 
DL: Discussion Leader (議長) 
NT: Note Taker (書記) 





























































Course manual from Dr. van Mier 











PBL at UM: 具体例（応用編：特設コース） 















PBL at UM: 具体例（応用編：特設コース） 






























PBL at UM: Students and Graduates 
 






















– NVAO, EQUIS (European Quality Improvement 
System), AACSB (Association to Advance Collegiate 







PBL at UM: Quality control 
 
Acknowledgments 
Jeannette Hommes (SBE) 
Hanneke van Mier (FPN) 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































発行日  平成 27 年 3 月 
発行者  国立教育政策研究所 
〒100-8951 東京都千代田区霞が関 3-2-2 
研究代表者   大杉 昭英（初等中等教育研究部長） 
ＦＤ班リーダー 川島 啓二（高等教育研究部長） 
印刷   株式会社進英プリント 
 
 
